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同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質

徳
　
永
　
宗
　
雄

「
神
々
は
祭
羅
に
よ
っ
て
祭
祀
を
祀
れ
り
。
こ
れ
最
初
の
軌
範
な
り
き
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
』
一
〇
・
九
〇
・
一
六
）
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論
理
性
を
重
視
す
る
人
々
は
、
古
代
イ
ン
ド
人
が
用
い
る
し
ば
し
ば
曖
昧
な
表
現
に
苛
立
ち
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
神
秘
的
な

こ
と
が
ら
を
好
む
人
々
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
個
所
に
こ
と
ば
を
超
え
た
真
理
を
感
じ
、
陶
酔
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

イ
ン
ド
思
想
に
対
し
て
は
人
々
の
評
価
が
こ
の
よ
う
に
二
分
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
を
と
る
に
せ
よ
、
古
代
イ
ン
ド
人
が
正
確
な

言
語
使
用
－
往
々
に
し
て
、
そ
れ
は
現
代
人
が
正
確
と
考
え
る
言
語
使
用
で
あ
る
が
一
に
無
関
心
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
正
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
彼
等
の
こ
と
ば
に
不
可
解
な
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
彼
等

が
我
々
と
は
異
な
る
仕
方
で
考
え
表
現
し
た
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
。
古
代
イ
ン
ド
人
の
思
想
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
表
現
が

暖
昧
で
も
内
容
が
神
秘
的
で
も
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
あ
る
。

　
人
々
の
誤
解
を
招
き
や
す
い
曖
昧
な
表
現
の
一
つ
に
、
冒
頭
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
一
文
の
中
で
同
じ
語
を
繰
り
返
す
奇
妙
な
文
体
が
あ

　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
晃
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
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る
。
「
祭
祀
に
よ
っ
て
祭
祀
を
灘
れ
り
」
と
い
う
言
い
方
は
、
行
為
の
手
段
と
そ
の
対
象
、
さ
ら
に
は
行
為
そ
の
も
の
ま
で
を
も
同
じ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
で
表
わ
し
て
お
り
、
常
識
で
は
殆
ど
意
味
を
成
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
詩
句
に
対
し
て
よ
く
施
さ
れ
る
の
が
修
辞
的
な
解
釈
で
あ
る
が
、

　
　
修
辞
文
体
と
極
め
付
け
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
こ
の
表
現
が
果
た
し
て
何
の
意
味
も
持
た
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
矛
盾
し
た
雷
い
回
し
で
し
か
表
現
出
来
な
い
意
味
も
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
同
語
を
反
復
す
る
蓑
現
は
イ
ン
ド
以
外
の
文
化
圏
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
吉
代
イ
ン
ド
入
ほ
ど
こ
の
種
の
蓑
現
を
多
用
し
た
民
族

　
　
は
恐
ら
く
他
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
こ
の
表
現
は
彼
等
の
思
惟
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
彼
等
の
宗
教
的
心
性
を
表
明
す

　
　
る
不
可
欠
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
同
語
反
復
表
現
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
を
文
献
に
も
と
づ
い
て
検
討
し
、

　
　
併
せ
て
、
こ
の
表
現
の
背
景
に
あ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
を
醤
的
と
し
て
い
る
。

　
　
　
一
口
に
同
語
反
復
表
現
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
の
タ
イ
プ
が
あ
る
の
で
、
本
論
に
入
る
前
に
、
「
弾
語
反
復
表
現
」
の
意
味
を
確
か
め

　
　
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
、
嗣
一
の
実
体
を
表
示
す
る
ふ
た
つ
の
同
じ
名
詞
が
異
な
る
格
（
属
格
と
呼
格
、
そ
し
て
、
奪
格
の
多
く
を
除

　
　
く
）
を
と
り
、
動
詞
要
素
（
定
動
詞
、
過
去
分
詞
。
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
）
を
介
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
「
同

　
　
語
反
復
表
現
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
特
に
考
察
の
対
象
と
す
る
。
従
っ
て
、
「
生
れ
生
れ
て
」
（
噺
邸
酔
O
　
恥
購
酔
£
ひ
ケ
）
」
の
よ
う
に
、
あ
る
状
態
の
繰

　
　
り
返
し
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
陶
格
の
反
復
表
現
や
、
「
〔
ひ
と
つ
の
〕
天
界
か
ら
〔
別
の
〕
天
界
に
」
（
ω
奉
お
響
ω
轟
轟
鋤
ヨ
）
の
よ
う

　
　
に
、
名
詞
が
異
格
で
あ
っ
て
も
状
態
な
ど
の
繰
返
し
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
（
こ
の
場
倉
、
名
詞
の
一
方
が
奪
格
を
と
る
こ

　
　
と
が
多
い
）
、
さ
ら
に
、
「
悪
い
〔
人
〕
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
悪
い
〔
行
為
〕
」
、
「
清
浄
な
〔
諸
行
為
〕
（
原
因
）
に
よ
っ
て
清
浄
な
も
の

　
　
（
結
果
）
を
得
る
」
の
よ
う
に
、
名
詞
が
異
格
で
反
復
さ
れ
て
い
て
も
、
明
ら
か
に
異
な
る
実
体
を
指
し
て
い
る
反
復
表
現
は
扱
わ
な

　
　
（
3
）

　
　
い
。

　
　
　
本
論
は
大
き
く
、
同
語
反
復
表
現
の
古
典
的
用
法
の
確
認
、
こ
の
表
現
の
起
源
の
探
求
、
そ
の
原
義
の
確
定
の
三
点
か
ら
構
成
さ
れ
て

　
　
い
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
先
ず
始
め
に
同
語
反
復
表
現
を
比
較
的
多
く
含
ん
で
い
る
『
マ
ハ
ー
バ
：
ラ
タ
』
新
星
部
の
『
モ
ー
ク
シ
ャ
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ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ア
ソ
』
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
同
語
反
復
表
現
の
古
典
的
用
法
を
、
文
脈
、
名
詞
と
動
詞
の
種
類
、
名
詞
相

互
の
格
関
係
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
つ
い
で
、
『
．
ハ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
後
期
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
の
用

法
の
違
い
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
の
表
現
の
起
源
を
探
り
、
最
後
に
、
『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
を
も
と
に
、
同
語
反
復
表
現

の
本
来
の
意
味
と
そ
れ
が
使
い
始
め
ら
れ
た
動
機
を
、
動
詞
の
意
味
を
分
析
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
時
代
的
に
は
凡

そ
紀
元
後
数
世
紀
頃
か
ら
紀
元
前
七
、
八
世
紀
頃
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ソ
』

　
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
第
十
二
舟
中
の
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ア
ソ
』
（
護
し
d
艮
b
。
。
♂
G
。
幽
㎝
ω
）
は
、
紀
元
後
壁
世
紀
の
間
に
現
在

伝
わ
っ
て
い
る
か
た
ち
に
編
纂
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
中
で
も
比
較
的
哲
学
的
性
格
の
強
い
個
所
と
し
て
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
い
る
。
こ
の
中
に
同
語
反
復
表
現
は
筆
者
の
分
類
で
五
四
例
あ
り
、
中
で
も
「
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
る
」
「
自
己
に
お
い
て
自
己
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

見
る
」
と
い
う
言
い
回
し
が
豊
里
っ
て
い
る
。
反
復
さ
れ
る
名
詞
は
、
「
自
己
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
」
が
三
四
回
で
他
を
圧
倒
し
て
お
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
他
に
、
「
属
性
」
（
σ
q
ξ
餌
）
が
五
回
、
「
意
」
（
欝
9
・
奏
ω
）
が
二
圓
、
さ
ら
に
、
　
二
二
の
名
詞
が
一
回
つ
つ
使
わ
れ
て
い
る
。
名
詞
の
格
関
係

は
、
具
格
！
対
格
二
一
回
、
具
格
一
主
格
五
回
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
具
格
文
と
呼
ぶ
）
、
墨
書
！
対
格
七
回
、
処
格
！
主
格
一
二
回
（
以

下
、
こ
れ
ら
を
処
格
文
と
呼
ぶ
）
、
対
格
－
主
格
三
回
、
出
格
一
処
格
三
回
、
処
格
一
対
格
一
主
格
二
回
、
具
格
一
与
格
相
当
一
回
と
な

っ
て
お
り
、
具
格
文
が
二
六
例
で
最
も
多
い
。
ふ
た
つ
の
名
詞
を
つ
な
ぐ
動
詞
は
、
「
見
る
」
の
類
（
冒
終
p
・
雲
二
期
臣
ぢ
冨
脇
u
鳥
敏
）
が
一

八
回
で
最
も
多
く
、
こ
の
他
に
、
「
生
じ
る
」
「
滅
す
る
」
「
分
化
す
る
偏
な
ど
、
創
造
・
帰
滅
や
変
異
に
関
す
る
動
詞
（
冨
p
戸
惑
卸
爵
箇

艮
≦
少
ω
糞
く
節
び
冨
p
℃
畦
碧
ま
冨
輔
）
が
一
一
回
、
「
知
る
・
把
捉
す
る
」
（
＜
其
α
q
門
尋
）
が
五
回
、
「
至
る
・
入
る
」
（
喚
p
。
3
鴇
ρ
謀
伽
）
が

三
回
、
「
得
る
」
の
類
（
冨
ぴ
戸
く
甘
α
）
が
二
回
、
そ
の
他
（
貫
矯
黒
く
p
。
芦
冨
『
導
9
蔦
噛
良
ぢ
（
＄
器
y
鐙
ヨ
匿
藏
”
巳
く
噌
け
）
が
一
回
つ
つ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ガ
に
関
係
の
深
い
動
詞
と
し
て
、
「
置
く
、
据
え
る
、
住
す
る
扁
の
類
（
習
一
触
。
碧
ω
y
爵
騨
ω
簿
押
倒
珍
冨
）

　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
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四

32
4
　
が
四
回
、
「
専
心
す
る
偏
（
《
ε
）
が
三
回
、
「
抑
翻
す
る
」
（
捧
ヨ
）
が
一
回
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
同
語
反
復
表
現
が
現
わ
れ
る
文
脈
は
大
き
く
、
ヨ
ー
ガ
に
関
す
る
も
の
と
、
創
造
な
い
し
は
帰
滅
に
関
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
ヨ

　
　
ー
ガ
に
関
す
る
用
例
は
さ
ら
に
、
完
成
し
た
境
地
を
目
標
と
す
る
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
、
実
修
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

　
　
る
完
成
し
た
境
地
を
述
べ
る
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
う
ち
ヨ
ー
ガ
の
実
修
を
述
べ
る
用
例
で
は
、
「
専
心
す
る
」
（
翼
ε
）
や

　
　
「
住
す
る
」
（
珍
冨
）
の
類
が
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
門
こ
れ
ら
の
場
断
で
大
誓
戒
（
ヨ
Φ
響
く
茜
㌶
）
に
よ
り
精
神
集
中
し
た

　
　
ヨ
1
ガ
行
者
は
、
人
罠
の
主
よ
、
自
己
に
よ
っ
て
微
細
な
る
自
己
に
正
し
く
専
心
す
る
（
工
匠
似
暴
ぢ
績
巨
ぎ
㊦
）
。
」
（
b
。
。
。
Φ
．
お
）
「
〔
感
官
の
〕

　
　
諸
対
象
を
敬
遠
す
べ
き
で
あ
る
。
諸
対
象
を
生
じ
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
心
（
ヨ
”
コ
曽
ω
）
の
均
衡
を
発
生
さ
せ
、
心
（
ヨ
弩
器
）
を
心
そ

　
　
の
も
の
に
置
き
な
が
ら
（
恥
£
ρ
α
ぴ
ρ
。
け
）
。
」
（
一
。
。
Φ
．
お
）
　
「
こ
の
よ
う
に
、
夜
の
前
半
と
後
半
に
お
い
て
自
己
に
よ
っ
て
自
己
に
専
心
し
つ
つ

　
　
（
葦
a
碧
）
、
純
減
（
舞
菖
毒
）
を
食
と
し
清
浄
と
な
っ
た
も
の
は
、
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
。
扁
（
b
。
ω
。
。
・
お
）
「
感
官
が
〔
対
象
に
向
っ

　
　
て
〕
流
れ
出
る
（
℃
鑓
ω
誉
拶
）
と
人
は
苦
し
む
も
の
と
な
り
、
そ
の
同
じ
〔
感
官
が
〕
制
御
さ
れ
る
（
註
養
冨
）
と
幸
せ
な
も
の
と
な
る
。
そ

　
　
れ
故
、
感
官
の
諸
様
態
か
ら
自
己
に
よ
っ
て
自
己
を
抑
翻
す
べ
き
で
あ
る
（
旨
8
白
け
）
。
」
（
お
メ
リ
）
「
自
己
に
自
己
を
据
え
（
弩
薄
墨
）
、

　
　
不
動
の
姿
勢
で
立
つ
ヨ
：
ガ
行
者
は
、
魚
を
殺
す
者
が
悪
き
〔
結
果
を
得
る
〕
よ
う
に
、
老
い
る
こ
と
の
な
い
境
地
を
得
る
。
」
（
b
。
。
。
ρ
ω
。
。
）

　
　
「
自
己
に
よ
り
自
己
に
住
し
（
似
け
き
璃
轟
二
上
P
　
9
1
ω
脾
7
餌
団
曽
）
、
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
て
、
為
す
べ
き
こ
と
を
為
し
終
え
、
幸
せ
で
心
落
着
い
た

　
　
彼
は
、
沈
黙
し
て
北
に
向
つ
た
。
」
（
ω
一
恥
。
一
〇
ー
ト
。
び
）

　
　
　
一
方
、
ヨ
ー
ガ
の
実
需
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
完
成
し
た
境
地
を
述
べ
る
用
例
で
は
、
動
詞
に
「
見
る
」
の
類
が
多
く
使
わ
れ
て
い

　
　
る
。
「
〔
感
官
が
〕
諸
対
象
か
ら
停
止
し
て
〔
自
ら
の
〕
住
い
に
留
ま
る
と
、
汝
は
自
己
に
よ
り
永
遠
な
る
最
高
の
自
己
を
見
る
で
あ
ろ
う

　
　
O
鑓
蓄
冒
ω
一
）
。
」
（
卜
・
爵
①
）
「
そ
れ
ら
執
着
の
所
依
を
そ
れ
ぞ
れ
熟
慮
し
て
（
。
。
窪
ω
p
・
ぢ
貸
珍
。
）
、
敵
を
制
す
る
も
の
よ
、
自
巴
に
よ
り
自
己
に

　
　
お
い
て
〔
最
高
存
在
を
〕
見
る
べ
き
で
あ
る
（
ω
婁
冒
珍
。
汁
）
。
」
（
ω
o
。
。
．
お
b
。
『
。
）
　
「
夜
の
前
半
・
後
半
に
絶
え
ず
そ
れ
（
最
高
存
在
）
に
専

　
　
心
し
な
が
ら
（
3
ヨ
…
旨
忌
弩
呂
）
食
少
な
く
清
浄
な
も
の
と
な
っ
た
賢
者
は
、
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
（
評
言
薮
）
。
」
（
瞬
。
。
ρ
卜
。
。
。
）
「
純



　
　
質
の
道
に
住
し
て
、
自
己
に
よ
っ
て
自
己
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
Q
◎
一
Q
◎
。
卜
⊃
Q
Q
o
鳥
）
「
ま
こ
と
に
心
（
。
葺
鋤
）
の
静
謹
（
b
冨
組
紆
）
に
よ
り
、

　
　
好
ま
し
い
・
好
ま
し
く
な
い
（
脇
爆
ぴ
ず
鋤
駆
属
げ
げ
餌
）
行
為
を
棄
て
、
静
誰
と
な
っ
た
も
の
は
、
自
己
に
住
し
て
（
ω
け
葺
鼠
）
不
滅
の
幸
せ
を
得

　
　
る
。
」
（
H
Q
Q
O
・
b
O
Φ
。
　
∩
活
「
　
9
0
坤
け
厭
一
q
①
．
卜
σ
O
，
　
G
◎
心
●
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
感
官
の
制
御
や
断
食
だ
け
で
な
く
正
し
い
知
識
を
有
す
る
こ
と
も
、
「
自
己
に
お
い
て
自
己
を
兇
る
漏
た
め
の
必
要
条
件
と
見
な
さ
れ

　
　
て
い
る
。
「
知
恵
を
有
す
る
賢
者
は
（
ヨ
磐
蛋
謀
属
島
）
、
心
に
よ
り
（
ヨ
彗
霧
似
）
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
。
」
（
・
。
。
。
置
9
）
「
渇
慾
を

　
　
離
れ
、
大
い
な
る
知
命
を
持
つ
偉
大
な
る
も
の
た
ち
は
、
自
己
に
よ
り
微
細
な
る
自
己
を
輝
か
す
（
儀
一
〇
四
《
帥
P
仲
一
）
。
」
（
卜
。
。
。
O
・
お
）
「
輝
け
る

　
　
知
識
の
灯
明
に
よ
り
、
〔
人
は
〕
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
る
。
」
（
“
。
轟
5
呂
）
自
己
が
見
ら
れ
る
場
と
な
る
自
己
は
「
鏡
の
表
面
」
に
た
と

　
　
え
ら
れ
（
一
〇
刈
．
Q
o
O
’
　
O
団
匿
　
｝
（
鋤
け
ず
鋤
d
①
■
㎝
旧
　
0
7
d
Q
o
．
刈
・
心
）
、
そ
こ
に
映
る
自
己
は
「
鏡
に
お
け
る
自
ら
の
影
」
（
ω
同
9
卜
。
雷
）
、
「
虚
空
に
お
け
る
雷
光

　
　
の
火
の
よ
う
な
」
（
〈
鉱
身
信
8
”
α
q
三
＝
く
弾
昧
Φ
）
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
薄
日
。
。
ρ
b
。
⑩
心
「
b
。
O
。
）

　
　
　
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
る
人
は
、
自
己
で
な
い
も
の
に
も
自
己
を
見
る
よ
う
に
な
る
。
「
自
己
に
よ
り
自
己
を
自
己
そ
の
も
の
に
お
い

　
　
て
見
る
の
と
丁
度
同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
は
な
ぜ
他
の
も
の
に
お
い
て
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
な
い
の
か
。
も
し
、
自
己
と
他
者
に
同
じ

　
　
状
態
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
。
」
（
ω
O
O
。
μ
卜
。
①
）
さ
ら
に
、
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
人
に
と
っ
て
は
、
自
己
と
他
者
の
区
別
も
存

　
　
在
し
な
い
。
「
誰
が
誰
の
た
め
に
奉
仕
す
る
と
い
う
の
か
。
誰
が
誰
に
与
え
る
と
い
う
の
か
。
こ
の
命
あ
る
も
の
は
一
切
の
行
為
を
自
己

　
　
に
よ
り
自
己
の
た
め
に
行
な
う
。
」
（
N
G
o
一
」
）
か
く
し
て
、
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
、
自
他
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
も
の
は
、
一
切
に

　
　
お
い
て
一
切
を
兇
（
b
o
Q
◎
b
⊃
．
H
G
Q
Φ
h
．
　
O
h
　
自
。
一
ω
O
　
／
N
ω
膳
O
。
①
…
　
ゆ
『
○
①
●
N
Φ
）
、
　
一
切
を
知
り
、
最
終
的
に
自
己
の
な
い
も
の
（
駄
轟
§
雪
）
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
（
榔
。
蒔
b
σ
．
一
〇
α
．
　
〉
一
ω
O
　
｝
W
＞
¢
蒔
・
切
脅
①
陰
）

　
　
　
現
実
の
訂
己
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
真
実
の
自
己
は
、
叙
事
詩
時
代
の
有
神
論
を
反
映
し
て
、
ナ
ー
ラ
ー
ナ
や
神
と
同
一
視
さ
れ
（
・
。
Φ
ρ

　
　
謡
び
）
、
「
最
高
の
自
己
」
（
冨
欝
ヨ
倒
§
き
）
（
卜
。
ω
一
◎
卜
。
卜
。
ぴ
”
卜
。
心
卜
。
曜
①
い
ρ
8
ρ
設
ρ
ω
8
旨
刈
α
）
、
「
プ
ル
シ
ャ
（
「
人
」
）
」
（
窟
凄
蟹
）
（
器
9
瞬
p
．
。
。
。
。
c
。
．
じ
。
習
）
、

　
　
「
グ
ナ
（
属
性
）
を
有
し
な
い
も
の
（
艮
『
σ
q
⊆
漏
と
（
ω
。
。
G
。
b
㎝
ω
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
行
為
を
も
た
な
い
プ
ル
シ
ャ
（
「
人
偏
）
は
、
二
五
番

娚　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
施
九
　
静
弟
五
百
五
十
・
七
暑
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

344　
　
目
の
〔
原
理
で
あ
る
〕
プ
ル
シ
ャ
に
向
う
べ
し
。
」
（
。
。
G
。
9
謡
。
山
）
「
属
性
を
有
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
、
〔
人
々
は
〕
属
性
を
有
し
な
い
永
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
な
る
も
の
に
入
る
（
℃
護
≦
o
陰
簿
5
嘗
）
。
」
（
ら
。
ω
叩
b
。
締
h
）
こ
の
二
例
は
最
高
存
在
と
一
つ
に
な
る
た
め
に
は
予
め
そ
れ
と
栢
同
の
状
態
に
な
っ
て

　
　
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
同
語
反
復
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
語
反
復
表
現
が
ヨ
1
ガ
の
文
脈
で
し
ば
し
ば
使

　
　
わ
れ
る
の
も
、
ヨ
ー
ガ
が
身
体
的
・
生
理
的
諸
機
能
を
制
御
し
て
、
自
己
を
最
高
存
在
と
等
し
い
状
態
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
と
関
係
し
て

　
　
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
寸
言
反
復
表
現
が
使
わ
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の
文
脈
に
、
世
界
の
創
造
・
帰
滅
な
い
し
は
そ
の
変
異
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
変
異

　
　
（
〈
節
ユ
協
）
〔
の
状
態
〕
に
入
っ
た
彼
（
金
胎
）
は
自
己
に
よ
り
自
己
を
創
出
す
る
（
。
・
量
5
。
」
（
卜
。
①
護
O
呂
）
「
こ
れ
（
原
物
質
？
）
は

　
　
内
我
（
唱
同
島
♪
酔
《
鋤
ぴ
q
鋤
啓
誉
P
鋤
鵠
）
を
、
自
己
に
よ
っ
て
百
に
も
千
に
も
十
万
に
も
一
千
万
に
も
造
り
な
す
（
冨
δ
巳
。
」
（
ω
o
p
b
。
）
「
こ
の
よ
う
に

　
　
し
て
ま
た
、
ア
ー
ト
マ
ン
（
自
己
）
は
原
物
質
（
プ
ラ
ク
リ
テ
イ
）
に
よ
っ
て
自
己
そ
の
も
の
を
分
割
す
る
（
唱
B
謀
び
冨
糞
｝
）
。
」
（
8
b
。
●

　
　
漣
駄
）
イ
ン
ド
思
想
で
は
神
の
権
化
も
世
界
創
造
の
一
環
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
神
が
化
身
（
簿
く
嚢
3
籔
「
p
o
）
と
な
っ
て
地

　
　
上
に
現
わ
れ
る
こ
と
も
同
語
反
復
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
「
な
に
か
為
す
べ
き
儀
軌
（
姦
蔓
奨
姦
6
に
対
し
て
は
、
神
は
造
り
た
い
と

　
　
望
む
身
体
は
何
で
あ
れ
、
自
ら
自
己
に
よ
っ
て
自
己
を
変
異
さ
せ
つ
つ
造
る
で
あ
ろ
う
。
偏
（
ω
q
◎
9
認
）

　
　
　
世
界
の
発
生
と
帰
減
が
元
素
や
属
性
（
ぴ
毎
ξ
鋤
）
の
懲
動
的
な
活
動
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
「
元
素
扁
や
「
属
性
」
の
語
を
反

　
　
復
し
て
、
世
界
の
発
生
と
夕
潮
が
説
明
さ
れ
る
。
「
同
類
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
（
ω
p
毒
鋸
霧
く
弩
）
、
虚
空
か
ら
成
る
も
の
は
虚
空
に
帰
滅
す

　
　
る
（
胃
雪
白
旨
S
。
」
（
b
。
卜
。
鉾
卜
。
ω
。
傭
）
「
諸
属
性
は
諸
属
性
に
お
い
て
生
じ
、
そ
の
醐
じ
も
の
の
中
に
入
っ
て
い
く
（
a
≦
薄
雲
）
。
」
（
b
。
の
。
。
．

　
　
。
。
台
げ
）
「
諸
属
性
は
諸
属
性
に
没
入
す
る
（
一
一
崔
㌶
o
）
。
」
（
卜
。
Φ
伊
忘
9
）
「
大
海
の
波
の
よ
う
に
、
諸
属
性
は
絶
え
隈
な
く
諸
属
性
に
お
い
て
順

　
　
方
向
に
発
生
し
（
智
誘
三
。
）
、
逆
方
向
に
没
入
す
る
（
ξ
9
露
Φ
）
。
」
（
b
。
潔
．
。
。
b
。
）

　
　
　
勝
の
経
過
と
と
も
に
、
諸
存
在
は
否
応
な
く
変
異
を
経
験
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
変
異
の
動
力
因
と
し
て
死
神
力
ー
ラ
（
「
時
」
）
が

　
　
措
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
カ
ー
ラ
の
活
動
が
問
語
反
復
に
よ
っ
て
蓑
現
さ
れ
る
。
巨
霊
（
カ
；
ラ
）
は
一
切
の
被
造
物
を
自
己
に
よ
り
自
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己
に
お
い
て
調
理
す
る
。
」
（
卜
o
c
Q
一
・
卜
◎
㎝
帥
σ
・
　
0
暁
．
　
竃
倉
ρ
一
叶
居
一
日
目
．
一
㎝
）
「
〔
ひ
と
つ
の
〕
時
（
睡
死
神
力
ー
ラ
、
運
命
）
が
時
に
お
い
て
わ
た
し
を
導

き
、
〔
そ
れ
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
〕
こ
の
時
が
あ
な
た
を
導
い
て
い
く
。
」
（
・
。
b
。
ρ
8
9
）

　
ヨ
ー
ガ
の
実
修
と
も
世
界
の
発
生
・
帰
滅
と
も
関
係
し
な
い
例
が
三
例
残
っ
て
い
る
。
「
そ
れ
故
、
こ
れ
な
る
愈
愈
（
仲
Φ
す
ω
）
が
正
に
、

自
ら
の
念
懲
に
よ
っ
て
退
却
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
卜
σ
お
●
Φ
o
α
）
「
落
ち
穂
を
拾
っ
て
生
き
る
あ
る
仙
人
が
、
祭
祀
に
祭
祀
を
填
充

し
た
（
ω
鋤
ヨ
瑚
儀
9
夕
げ
Φ
）
。
」
（
b
。
①
餅
ω
。
q
）
「
諸
ヴ
ェ
ー
ダ
の
軽
視
、
偽
購
、
幻
術
に
よ
っ
て
、
偉
大
な
る
も
の
に
達
す
る
こ
と
は
な
い
。
ブ
ラ

フ
マ
ン
に
お
い
て
、
〔
人
は
〕
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
得
る
（
〈
ぎ
愚
心
。
」
（
8
回
篇
。
。
）
名
詞
と
動
詞
の
種
類
、
表
現
全
体
の
意
味
内
容
が
い
ず
れ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
の
用
例
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
句
は
ヴ
ェ
ー
ダ
期
の
用
法
の
残
寒
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ヅ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』

　
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
と
同
じ
よ
う
に
、
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
（
ζ
じ
d
ま
．
置
虞
O
）
も
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
成
立
し
た
の
は
恐
ら
く
前
老
よ
り
数
世
紀
程
早
く
、
紀
元
前
二
一
一
世
紀
頃
の
こ
と
と
兇
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
、
一
二
例
の
同
語
反
復
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
数
は
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
の
五
四
例
と
比
べ
る
と
少

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
（
七
〇
〇
詩
節
）
が
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
（
六
七
一
九
今
節
）
の

ほ
ぼ
十
分
の
一
の
量
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
必
ず
し
も
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
ず
、
使
わ
れ
る
名
詞
を
見
る
と
、
こ
こ
で
も
「
ア

ー
ト
マ
ン
」
が
多
く
、
　
一
二
例
中
八
例
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
他
に
は
「
ブ
ラ
フ
マ
ソ
」
（
σ
鎚
げ
ヨ
田
⇔
）
、
「
祭
祀
偏
（
罵
旨
鋤
）
、
「
気
息
」

（
只
習
辞
。
じ
、
「
属
性
」
（
α
q
環
髭
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
園
つ
つ
使
わ
れ
て
い
る
。
格
関
係
も
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
同
様
、

具
格
文
（
具
格
一
対
格
の
み
）
が
五
回
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
、
処
格
文
（
う
ち
処
格
－
対
格
二
回
、
処
格
－
主
格
一
回
）
三
厩
、
鐙
鍬

－
具
格
、
対
格
－
主
格
、
対
格
丁
詩
格
－
具
格
、
処
格
一
具
格
－
主
格
が
一
回
つ
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
動
詞
の
種
類
は
、
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
の
場
合
と
は
い
く
ら
か
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
。
「
見
る
」
（
℃
臥
）
は
二
回

　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
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し
か
な
く
、
意
味
上
同
種
の
「
知
る
」
（
〈
置
）
を
加
え
て
も
「
見
る
」
の
類
は
三
例
に
留
ま
っ
て
い
る
。
代
っ
て
、
祭
式
に
関
係
の
あ
る

「
献
供
す
る
」
の
類
（
竃
噌
ξ
真
夏
）
が
三
回
現
わ
れ
、
さ
ら
に
、
「
強
固
に
す
る
」
（
。
。
。
。
醤
ω
8
二
五
）
、
「
害
し
な
い
」
（
爵
三
墨
譜
）
、
「
負
か

さ
れ
た
」
（
一
肩
p
。
ケ
）
、
門
満
足
し
た
」
（
ε
爬
喜
）
、
「
活
動
す
る
」
（
＜
巳
、
「
引
き
上
げ
る
」
（
＆
α
言
）
と
い
っ
た
動
詞
が
一
回
つ
つ
使
わ
れ
る

点
が
新
し
い
。

　
同
語
反
復
表
現
の
文
脈
は
、
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
同
様
、
知
識
の
完
成
や
ヨ
ー
ガ
の
実
修
に
関
係
す
る
も
の
が
多

い
。
「
そ
こ
に
お
い
て
心
（
o
犀
＄
）
が
ヨ
ー
ガ
の
実
義
に
よ
っ
て
抑
止
さ
れ
て
停
止
し
、
か
つ
、
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
つ
つ
、
自
己
に
お

い
て
満
足
す
る
〔
、
そ
の
境
地
を
ヨ
ー
ガ
と
知
れ
〕
。
」
（
9
さ
。
o
）
「
プ
リ
タ
ー
の
子
よ
、
心
（
ヨ
玉
器
）
に
あ
る
す
べ
て
の
愛
欲
を
棄
て
、

自
己
に
よ
り
自
己
に
の
み
満
足
す
る
と
、
〔
そ
の
人
は
〕
知
恵
の
確
立
し
た
も
の
　
（
ω
夢
一
欝
冥
際
。
首
9
）
と
言
わ
れ
る
。
」
（
b
。
．
密
）
「
あ
る
も
の

た
ち
は
瞑
想
（
鳥
ξ
9
1
暴
）
に
よ
っ
て
、
自
己
に
よ
り
霞
己
を
自
己
に
お
い
て
見
る
。
」
（
¢
b
。
愈
ぴ
）
「
大
言
の
も
の
よ
、
〔
自
己
と
〕
属
性
・

行
為
の
別
異
に
関
し
て
真
理
を
知
る
も
の
は
、
属
性
が
属
性
に
お
い
て
活
動
す
る
と
考
え
て
、
〔
感
官
の
対
象
に
〕
執
着
し
な
い
。
」

（
c
Q
璽
b
o
o
Q
）
神
ク
リ
シ
ュ
ナ
も
ヨ
ー
ギ
ン
（
ヨ
ー
ガ
行
者
）
と
晃
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
。
剛
」
ρ
嵩
）
、
彼
の
徳
性
が
ヨ
ー
ガ
と
関
係
の
深
い
同

語
反
復
表
現
に
よ
っ
て
形
容
さ
れ
る
。
「
最
高
の
プ
ル
シ
ヤ
（
1
ー
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
）
よ
、
汝
は
正
に
虜
ら
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
る
。
」

（
δ
．
旨
9
げ
）

　
一
方
、
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
言
い
題
し
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
門
か
く
理
性
よ

り
上
位
の
も
の
を
理
解
し
て
（
び
巳
魯
く
似
）
、
自
己
に
よ
り
欝
己
を
堅
圃
に
し
て
（
。
・
勲
鱈
ω
自
警
冒
）
、
愛
欲
の
か
た
ち
を
し
た
克
服
し
が
た
き

敵
を
打
ち
破
れ
。
大
陳
の
も
の
よ
。
」
（
G
。
’
お
）
「
自
己
に
よ
り
自
己
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
己
を
堕
落
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

（
鋤
妙
く
p
o
匂
自
餅
価
P
《
Φ
β
）
。
な
ぜ
な
ら
、
他
な
ら
ぬ
自
己
が
自
「
巳
の
縁
者
（
σ
碧
畠
ぎ
）
、
他
な
ら
ぬ
自
己
が
自
己
の
敵
〔
で
あ
る
か
ら
〕
。
」
（
ゆ
脇
）

「
自
己
に
よ
り
自
己
そ
の
も
の
を
克
服
し
た
人
に
と
っ
て
、
自
己
は
自
己
の
縁
者
。
自
己
な
ら
ざ
る
も
の
（
碧
簿
ヨ
§
）
に
は
、
他
な
ら

ぬ
慮
己
が
敵
の
よ
う
に
敵
対
す
る
で
あ
ろ
う
　
（
協
P
幹
回
露
叶
く
Φ
　
　
く
O
『
瞥
O
一
二
：
。
協
ρ
け
『
9
〈
P
稗
）
。
」
（
①
・
①
）
7
：
な
ぜ
な
ら
、
神
（
二
三
話
）
が
一
切
の
も



の
に
等
し
く
存
在
す
る
の
を
見
つ
つ
あ
る
も
の
は
、
自
己
に
よ
り
自
己
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
。
而
し
て
、
〔
彼
は
〕
最
高
の
帰
趨
に

至
る
。
」
（
一
G
o
．
b
σ
Q
o
）
自
己
が
自
己
を
束
縛
す
る
と
い
う
表
現
が
『
マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
（
三
．
二
、
六
．
三
〇
。
『
サ
：
ソ
キ
ヤ
．

カ
ー
リ
カ
ー
』
六
一
二
参
照
）
に
あ
り
、
自
己
は
自
己
を
害
し
な
い
と
い
う
表
現
が
『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
な
ど
に
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
ギ
ー
タ
ー
』
で
は
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
と
の
距
離
が
よ
り
近
く
感
じ
ら
れ
る
。
次
の
三
例
も
『
ギ
ー
タ
ー
』
風
に
脚
色

さ
れ
て
は
い
る
が
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
特
有
の
祭
式
主
義
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
。
「
ブ
ラ
フ
マ
ソ
は
野
阜
。
ブ
ラ
フ
マ
ン
は
供
物
。
ブ
ラ

フ
マ
ン
な
る
祭
火
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
よ
り
く
べ
ら
れ
る
（
葛
3
ヨ
）
。
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
し
て
の
〔
祭
式
〕
行
為
に
専
心
す
る
も
の
は
、

ブ
ラ
フ
マ
ン
に
こ
そ
至
る
べ
し
。
」
（
麻
・
鱒
鼻
）
一
斗
の
も
の
達
は
、
祭
杷
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
祭
祀
を
ブ
ラ
フ
マ
ン
な
る
火
に
献
供
す
る

（
巷
p
。
甘
署
餌
江
）
。
」
（
腿
．
卜
。
㎝
鼠
）
「
他
の
も
の
達
は
食
を
制
し
て
、
気
息
（
複
数
）
に
気
息
（
複
数
）
を
南
面
す
る
（
冒
嘗
毘
）
。
」
（
画
。
。
。
0
9
ぴ
）

　
同
語
反
復
表
現
が
ヨ
ー
ガ
の
文
脈
で
比
較
的
多
く
使
わ
れ
る
点
で
、
『
ギ
ー
タ
ー
』
は
『
モ
ー
ク
シ
ヤ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
と
似

て
い
る
が
、
成
立
年
代
の
古
さ
を
反
映
し
て
、
『
ギ
ー
タ
ー
』
で
は
後
奢
よ
り
も
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
や
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
用
法
に
近
い
衰

現
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
同
語
反
復
表
現
を
自
律
自
存
を
説
く
目
的
で
使
う
の
も
『
ギ
三
遷
i
』
の
特
色
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
、

仏
教
思
想
の
影
響
下
に
発
生
し
た
新
し
い
か
た
ち
の
同
語
反
復
表
現
が
、
『
マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
な
ど
を
介
し
て
流
れ
込
ん

だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
属
性
が
属
性
に
お
い
て
活
動
す
る
」
を
除
い
て
、
創
造
・
帰
滅
な
い
し
は
世
界
の
活
動
を
示
唆
す
る
用

例
が
『
ギ
：
タ
ー
』
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
本
書
が
世
界
の
創
造
や
帰
滅
の
説
明
よ
り
、
個
人
の
社
会
的
倫
理
と
バ
ク
テ

イ
（
神
へ
の
信
愛
）
に
よ
る
救
済
を
説
く
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』

　
　
　
時
代
を
さ
ら
に
遡
り
、
続
い
て
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
用
法
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
は
時
代
と
内
容
の
違
い
に
応

　
　
じ
て
、
大
き
く
古
血
（
お
よ
そ
前
六
世
紀
一
叢
五
世
紀
）
、
中
古
（
韻
文
の
も
の
と
新
散
文
の
も
の
に
分
れ
る
。
お
よ
そ
前
四
世
紀
一
酌
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一
〇

384　
　
三
世
紀
）
、
薪
層
（
大
半
が
紀
元
後
に
成
立
）
の
三
群
か
ら
成
る
が
、
普
通
「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
」
と
い
う
時
に
は
、
こ
の
う
ち
の
第
二

　
　
者
、
中
で
も
『
ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
、
『
チ
ヤ
ー
ソ
ド
ー
ギ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
代
表
さ
れ
る
古

　
　
層
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
指
し
て
い
る
。
古
筆
と
中
古
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
は
文
体
、
語
用
、
思
想
内
容
に
お
い
て
性
格
が
か
な
り
異
な

　
　
っ
て
は
い
る
が
、
圃
語
反
復
表
現
を
見
る
限
り
、
用
例
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
双
方
に
余
り
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
で
、
こ
こ
で
は
爾
者
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
　
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
同
語
反
復
表
現
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
中
に
三
一
例
現
れ
る
。
反
復
さ
れ
る
名
詞
は
、
「
ア
ー
ト
マ
ン
」
が
一

　
　
七
回
、
「
食
」
（
ρ
・
評
注
）
五
回
、
「
気
息
」
（
写
鋤
醤
）
三
回
、
そ
の
他
、
「
火
」
（
p
磯
鉱
）
、
「
一
切
」
（
ω
豪
く
餌
）
、
「
五
様
の
も
の
」
（
冨
黛
ハ
欝
）
、

　
　
「
不
死
な
る
も
の
偏
（
O
ヨ
「
3
）
、
『
大
い
な
る
も
の
」
（
ヨ
夢
ぎ
霧
）
、
「
私
」
（
p
。
冨
ヨ
）
が
一
例
つ
つ
見
ら
れ
、
『
ギ
：
タ
ー
』
と
平
様
に
、

　
　
名
詞
の
過
半
を
「
ア
ー
ト
マ
ン
」
が
占
め
、
残
り
の
殆
ど
は
祭
式
に
関
係
す
る
語
と
な
っ
て
い
る
。
格
関
係
は
『
ギ
ー
タ
1
』
や
『
モ
1

　
　
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ン
』
と
は
異
な
っ
て
、
興
野
文
が
唱
二
回
（
う
ち
処
格
i
紺
格
五
回
、
処
格
一
主
格
七
圓
）
で
最
も
多
く
、

　
　
次
い
で
、
具
格
文
＝
園
（
う
ち
具
格
一
対
格
六
回
、
区
画
f
主
格
五
鳳
）
、
対
格
一
主
格
八
詞
と
な
っ
て
い
る
。
動
詞
に
は
「
安
立
す

　
　
る
」
（
箕
雪
気
薮
）
が
五
回
使
わ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
は
、
「
見
る
」
「
把
捉
す
る
」
の
類
（
冨
少
脅
鰺
巳
旨
《
佃
…
α
q
琶
7
）

　
　
が
併
せ
て
五
回
、
「
入
り
込
む
扁
「
乗
り
込
む
」
な
ど
（
§
毒
冨
く
捧
二
三
鶏
眉
雪
麟
”
柔
く
三
碧
）
が
計
四
回
、
「
享
受
す
る
」
（
警
ε
）
と
「
束

　
　
縛
す
る
」
（
議
ぴ
§
警
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二
回
、
ヨ
ー
ガ
に
関
係
の
あ
る
「
住
す
る
」
（
珍
試
）
が
二
園
、
そ
の
他
一
〇
の
動
詞
な
い
し
は
過
去

　
　
分
詞
（
嵐
愉
鼠
ヨ
鋤
ヨ
ス
＄
霧
y
ぎ
噂
冥
9
㌣
”
p
・
暑
⇔
惹
ω
9
ぴ
嘗
”
ヨ
雪
り
二
三
3
・
）
が
一
回
つ
つ
、
動
詞
要
素
を
欠
く
も
の
が
｝
（
Ω
乙
命
ω
冒
膳
）

　
　
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
先
ず
、
「
ア
ー
ト
マ
ン
扁
を
名
詞
に
と
る
用
例
を
見
る
と
、
同
語
反
復
表
現
が
や
は
リ
ヨ
1
か
や
苦
行
（
＄
唱
器
）
の
よ
う
な
宗
教
的
修

　
　
練
に
関
係
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
故
、
か
く
の
如
く
知
っ
て
、
鎮
ま
り
慣
ら
さ
れ
て
停
止
し
、
忍
耐
強
く
し
て
〔
精

　
　
神
〕
集
中
し
た
も
の
は
、
自
己
の
内
に
の
み
自
己
を
見
る
。
　
一
切
を
欝
己
と
見
る
。
」
（
切
土
霞
．
誌
ω
．
象
鐙
葬
プ
》
同
ω
い
）
「
か
く
し
て
、



　
　
真
実
の
苦
行
に
よ
り
こ
の
者
を
見
る
か
の
自
己
は
、
自
己
に
お
い
て
把
捉
さ
れ
る
。
」
　
（
撃
d
鑑
㎝
）
「
心
（
ヨ
p
。
爵
ω
）
　
が
消
滅
し
た
後
、

　
　
自
己
に
よ
り
自
己
を
、
微
細
な
る
も
の
よ
り
も
微
細
な
輝
け
る
〔
自
己
〕
を
見
る
時
、
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
て
、
自
己
の
な
い
も
の

　
　
（
⇒
陣
鴨
9
1
け
5
P
餌
昌
）
と
な
る
。
」
（
竃
葺
甑
d
ρ
卜
。
o
）
「
：
・
な
ぜ
な
ら
、
心
（
。
鋒
節
）
の
静
誰
に
よ
り
、
好
ま
し
い
・
好
ま
し
く
な
い
行
為
を
打
ち
破

　
　
る
か
ら
。
静
誰
と
な
っ
た
も
の
（
唱
戦
ρ
の
⇔
餌
コ
鋤
け
営
P
建
窯
）
は
自
己
に
住
し
て
、
不
滅
の
幸
い
を
得
る
。
」
（
9
p
貯
一
d
①
曜
卜
。
ρ
9
。
。
蒔
）
　
「
口
蓋
に
対
し
て

　
　
〔
舌
の
〕
先
を
反
転
さ
せ
諸
感
官
を
収
敏
さ
せ
（
ω
昼
ぎ
㎞
冨
）
、
大
い
な
る
も
の
（
ヨ
暮
ぎ
き
）
〔
と
し
て
、
人
〕
は
大
い
な
る
も
の
を
熟
慮

　
　
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
後
、
か
れ
は
自
己
の
な
い
状
態
（
⇔
一
り
鋤
け
ヨ
角
帯
四
仲
く
四
）
に
至
る
。
」
（
鼠
巴
巳
q
g
b
。
一
）
「
私
は
こ
の
よ
う
な
も
の
、
こ
れ

　
　
は
私
の
も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え
な
が
ら
、
〔
ひ
と
は
〕
自
己
に
よ
り
自
己
を
束
縛
す
る
（
乱
ぴ
巴
ぎ
帥
島
）
。
網
に
よ
っ
て
鳥
を
（
犀
冨
＄
冨
ヨ
）

　
　
〔
束
縛
す
る
〕
よ
う
に
。
」
（
竃
。
。
貯
凄
。
。
●
じ
。
噂
◎
。
。
O
〔
匪
p
。
B
『
菩
〕
）
最
後
に
挙
げ
た
例
は
『
ギ
ー
南
西
』
の
「
自
己
は
自
己
の
敵
」
の
も
と
に
な

　
　
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
自
己
」
を
名
詞
と
し
て
同
語
反
復
表
現
を
否
定
的
な
意
味
合
い
で
使
用
す
る
例
は
、
『
マ
イ

　
　
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
以
前
の
文
献
に
は
見
当
ら
な
い
。

　
　
　
ま
た
、
以
上
と
は
異
な
る
性
格
の
も
の
と
し
て
は
、
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
サ
ネ
ー
イ
・
サ
ソ
ヒ
タ
ー
』
（
三
二
・
二
）
か
ら
借
用
さ
れ
た
、

　
　
世
界
の
創
造
に
関
す
る
用
例
が
中
古
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
あ
る
。
「
諸
世
界
を
取
り
巻
き
、
諸
存
在
を
取
り
巻
き
、
す
べ
て
の
四
方
四

　
　
維
を
取
り
巻
き
、
天
則
の
長
子
た
る
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
は
、
自
己
に
よ
り
自
己
と
（
対
格
）
一
体
と
な
っ
た
（
芝
山
沼
桓
冨
σ
説
話
）
。
」

　
　
（
竃
Z
8
縞
（
↓
習
ρ
江
）
●
9
＜
ω
。
。
N
．
鐸
。
。
ぎ
6
習
■
卜
。
。
。
．
。
。
》
⑩
陰
）
こ
の
種
の
用
法
は
一
例
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
用
例
か
ら
、
ヴ
ェ
ー

　
　
ダ
期
に
お
い
て
も
同
語
反
復
表
現
が
、
ヨ
ー
ガ
の
実
修
・
完
成
と
並
ん
で
世
界
創
造
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

　
　
　
と
も
あ
れ
以
上
の
用
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
以
降
の
文
献
で
は
同
語
反
復
表
現
は
、
ヨ
ー
ガ
の
実
修
と
完
成
を

　
　
述
べ
る
文
脈
に
最
も
多
く
現
わ
れ
、
次
い
で
、
世
界
の
創
造
・
帰
滅
に
関
す
る
用
法
が
特
に
叙
事
詩
に
目
立
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合

　
　
も
、
同
語
反
復
表
現
の
多
く
は
定
型
句
と
化
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
用
例
か
ら
同
語
反
復
表
現
の
正
確
な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
む
つ

　
　
か
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次
に
見
る
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
用
例
は
、
同
語
反
復
表
現
を
異
な
る
も
の
を
等
置
す
る
手
段
と
し
て
意
識
的

394　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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二

40
4
　
に
使
用
し
て
お
り
、
定
型
化
す
る
以
前
の
重
語
反
復
表
現
の
使
用
方
法
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　
　
　
『
牛
車
が
ず
っ
し
り
積
ま
れ
る
と
、
〔
ぎ
し
ぎ
し
と
い
う
音
を
〕
発
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
患
を
引
き
取
る

　
　
（
鍵
α
響
く
o
o
o
ず
く
鋤
ω
圃
）
時
、
こ
の
身
「
体
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
（
旧
藩
二
戸
白
濁
餌
）
、
精
神
的
な
ア
ー
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
（
窯
似
旨
の
づ
輿
ヨ
9
⇒
餅
と
着
り
込

　
　
ま
れ
て
、
〔
吐
息
を
〕
吐
き
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
」
（
し
d
訥
q
（
〆
）
軒
。
。
．
。
。
㎝
）
人
間
の
身
体
が
こ
こ
で
は
「
身
体
的
な
ア
ー
ト
マ
ソ
」
と
い
う

　
　
ふ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
の
語
を
用
い
て
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
次
の
二
例
に
は
言
い
換
え
の
意
図
が
よ
り
明
確
に
表
わ

　
　
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
に
一
切
の
被
造
物
、
一
切
の
神
々
、
一
切
の
量
界
、
一
切
の
気
息
、
こ
れ
ら
一
切
の
ア
ー
ト
マ
ン
が

　
　
預
け
ら
れ
て
い
る
（
終
ヨ
9
量
鼠
炉
）
。
」
（
ゆ
詞
¢
P
伊
辰
）
「
こ
の
（
気
息
に
他
な
ら
な
い
）
精
神
の
ア
ー
ト
マ
ソ
（
箕
島
隷
ぎ
き
）
が
、
こ
の

　
　
身
体
〔
す
な
わ
ち
〕
ア
ー
ト
マ
ン
に
（
一
畠
弓
延
享
p
自
縛
ヨ
餌
舞
ヨ
）
、
毛
に
至
る
ま
で
爪
に
至
る
ま
で
入
り
込
ん
だ
（
①
匿
只
三
面
婁
）
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
（
閑
b
ご
d
風
・
N
O
（
二
回
）
－
－
紛
跡
写
詞
9
卜
。
O
）

　
　
　
次
の
例
も
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
同
語
反
復
表
現
を
等
置
の
手
段
と
し
て
用
い
て
い
る
。
「
こ
れ
な
る
ア
ー
ト
マ
ソ
に
こ
れ
ら
の
ア
ー

　
　
ト
マ
ソ
は
付
き
従
う
（
鋤
冨
く
P
く
9
ω
賓
9
つ
梓
O
）
。
了
解
家
来
た
ち
が
長
に
〔
付
き
従
う
〕
よ
う
に
。
長
が
家
来
た
ち
に
よ
っ
て
享
受
す
る
よ
う
に
、

　
　
あ
る
い
は
、
家
来
た
ち
が
長
を
享
受
す
る
よ
う
に
、
丁
度
そ
の
様
に
、
こ
の
精
神
の
ア
ー
ト
マ
ソ
（
胃
9
一
隷
ぎ
p
・
づ
）
は
こ
れ
ら
の
ア
：
ト

　
　
マ
ン
に
よ
っ
て
享
受
す
る
。
丁
度
そ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
こ
の
ア
ー
ト
マ
ソ
を
享
受
す
る
。
」
（
顕
b
d
¢
翻
心
。
o
誌
八
高
濁

　
　
9
昏
。
O
）
文
脈
か
ら
、
複
数
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
人
間
の
身
体
諸
機
能
、
単
数
の
ア
ー
ト
マ
ソ
は
そ
れ
ら
を
統
轄
す
る
認
識
機
能
を
指
し
て
い

　
　
る
こ
と
が
分
る
。
「
気
息
」
（
℃
品
3
）
を
反
復
す
る
次
例
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
と
似
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
気

　
　
息
（
生
命
体
の
中
心
機
能
？
）
が
気
息
（
派
生
的
な
身
体
諸
機
能
？
）
に
よ
っ
て
行
く
。
気
息
（
生
命
体
の
中
心
機
能
？
）
が
気
息
（
派

　
　
生
的
な
身
体
諸
機
能
P
）
を
与
え
る
。
」
（
○
ゴ
d
刈
・
一
㎝
◎
一
）
も
う
一
例
。
「
こ
れ
な
る
精
子
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
身
体
部
位
（
§
o
q
効
）
か
ら
生

　
　
じ
た
精
力
（
け
①
奮
）
。
つ
ま
り
、
自
己
〔
の
身
体
〕
に
お
い
て
自
己
（
睦
精
力
）
を
保
持
す
る
（
三
ぴ
冨
轟
）
。
」
（
〉
¢
髭
夢
詞
卜
・
．
α
．
一
●
象
。
．
瞬

　
　
↓
ω
g
o
ψ
鯨
〉
¢
餅
こ
ご
こ
で
も
、
二
つ
の
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
自
己
（
あ
る
い
は
自
分
の
身
体
）
と



　
　
身
体
の
中
の
精
子
（
あ
る
い
は
精
力
）
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
次
に
、
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
以
外
の
名
詞
を
と
る
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
用
例
に
移
る
と
、
こ
の
場
舎
、
使
わ
れ
る
名
詞
の
殆
ど
が
古
代
イ

　
　
ソ
ド
祭
式
文
献
の
同
語
反
復
表
現
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
ふ
た
つ
が
く
一
切
を
奪
い
と
る
も
の
〉

　
　
（
ω
9
揖
く
醇
『
σ
q
⇔
）
・
：
神
々
に
お
い
て
は
風
、
諸
気
息
（
1
1
感
覚
機
能
）
に
お
い
て
は
気
息
。
」
（
o
ぽ
厳
「
ω
置
み
）
「
そ
こ
に
五
つ
の
生
物
の
群
れ

　
　
（
P
冨
諏
。
四
旨
鼠
ヴ
）
と
虚
空
が
安
立
す
る
も
の
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
ア
ー
ト
マ
ソ
を
、
不
死
で
あ
る
私
は
知
者
と
し
て
、
不
死
の
ブ
ラ
フ
マ

　
　
ン
と
見
な
す
。
」
（
］
W
》
q
蒔
●
蒔
・
一
直
）
「
火
に
〔
覆
わ
れ
た
〕
火
の
よ
う
に
、
千
の
目
を
持
つ
金
で
出
来
た
卵
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
発
熱
す
る

　
　
（
3
冨
巳
こ
の
も
の
〔
主
宰
者
（
圃
鍛
欝
）
〕
が
欲
知
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
：
・
」
（
冨
9
蕎
篭
9
。
。
）
と
り
わ
け
次
の
『
タ
イ
ッ
テ
ィ
リ
ー

　
　
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
用
例
は
、
動
詞
に
「
安
立
す
る
」
（
藁
葺
忽
鼠
）
「
獲
得
す
る
」
（
ω
冥
）
を
使
う
こ
と
も
含
め
て
、
ブ
ラ
ー
フ

　
　
マ
ナ
文
献
の
用
法
と
の
類
似
が
著
し
い
。
「
気
息
は
食
。
身
体
は
食
を
蹴
る
も
の
。
気
息
に
身
体
は
安
立
す
る
。
身
体
に
気
息
は
安
立
す

　
　
る
。
こ
の
よ
う
に
、
食
に
食
が
安
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
食
に
食
が
安
立
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
も
の
は
安
立
す
る
（
只
9
。
左
脳
冨
ε
。
」

　
　
（
↓
¢
ω
●
刈
．
O
野
望
の
。
弓
q
ω
■
。
。
（
同
語
反
復
二
回
忌
讐
⑩
●
）
「
こ
の
一
切
は
ま
こ
と
に
膠
様
よ
り
成
る
（
冨
罫
冨
）
。
つ
ま
り
、
五
様
の
も
の
に
よ
っ
て

　
　
五
様
の
も
の
を
獲
得
す
る
（
ω
凛
g
巳
。
」
（
↓
d
ド
謡
・
0
捻
鋤
ぎ
日
戸
S
謡
・
）
さ
ら
に
、
「
他
な
ら
ぬ
私
で
あ
る
私
が
私
を
祀
る
。
ス
ヴ
ァ
ー

　
　
ハ
i
」
（
竃
Z
q
凱
レ
O
）
や
「
一
切
（
冨
）
に
よ
っ
て
こ
の
一
切
世
界
が
〔
織
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
（
冥
。
3
ヨ
）
〕
。
」
（
五
聖
9
G
。
■
一
）
も
、
祭
式
主

　
　
義
的
な
用
法
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
の
用
例
で
は
個
々
の
名
詞
が
何
に
対
応
し
て
い
る
の
か
明
確
で
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
『
シ

　
　
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
の
同
種
の
用
例
か
ら
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
異
な
る
も
の
を
思
置
す
る
目
的
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑

　
　
わ
れ
な
い
。

　
　
　
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
全
用
例
（
三
一
例
）
か
ら
、
中
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
も
の
（
＝
一
例
）
を
省
く
と
一
九
例
、
こ
れ
か
ら
更
に
サ

　
　
ソ
ヒ
タ
ー
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
か
ら
の
借
用
な
い
し
は
模
倣
・
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
と
共
通
す
る
も
の
（
一
三
例
）
を
除
き
、
古
層
ウ
パ
ニ
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
ッ
ド
に
の
み
現
わ
れ
る
用
例
を
取
り
出
す
と
わ
ず
か
六
例
し
か
な
い
。
、
（
b
σ
諏
S
・
㎝
．
昼
心
．
。
。
．
。
。
伊
野
．
§
0
7
寒
．
ω
誤
ご
㎝
．
H
（
二
例
）
）
古

姐　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
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四

層
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
全
体
蚤
を
考
え
る
と
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
現
わ
れ
る
同
語
反
復
表
現
は
異
常
に
少
な
い
こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ

と
は
、
三
層
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
家
が
同
語
反
復
表
現
の
使
用
を
意
識
的
に
避
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
後
に

見
る
よ
う
に
、
祭
式
思
弁
の
中
で
発
達
し
た
同
語
反
復
表
現
は
、
祭
式
が
目
標
と
す
る
繁
栄
、
長
寿
や
天
界
へ
の
再
生
な
ど
の
実
利
的
な

弩
標
と
も
と
も
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
恐
ら
く
、
実
利
の
獲
得
よ
り
輪
廻
か
ら
の
癬
脱
を
重
視
す
る
客
層
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
の
多
く
の
思
想
家
に
、
要
語
反
復
表
現
に
対
す
る
違
和
感
を
抱
か
せ
た
為
銀
と
考
え
ら
れ
る
。

『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
e

　
系
譜
を
さ
ら
に
遡
り
、
次
に
後
期
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
時
代
の
用
例
を
検
討
す
る
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
よ
り
以
前
の
古
代
イ
ン
ド
文
献
は
大

き
く
、
マ
ン
ト
ラ
を
主
な
内
容
と
す
る
サ
ン
ヒ
タ
ー
文
献
（
お
よ
そ
前
一
二
〇
〇
年
か
ら
前
　
○
○
○
年
を
中
心
に
成
立
）
と
祭
式
思
弁

を
テ
ー
マ
と
す
る
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
（
お
よ
そ
前
八
○
○
年
を
中
心
に
成
立
）
に
分
け
ら
れ
、
前
老
は
さ
ら
に
、
『
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
』
、

『
サ
ー
マ
ヴ
ェ
ー
ダ
』
、
『
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
』
、
『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ー
ダ
臨
の
四
ヴ
ェ
ー
ダ
に
分
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
い
ず
れ

も
古
代
イ
ン
ド
の
祭
式
や
呪
法
と
間
わ
り
が
あ
り
、
広
い
意
昧
で
の
ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
文
献
を
構
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
取
り
分
け

『
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
！
ダ
』
と
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
の
多
く
は
、
地
方
の
有
力
者
や
王
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
て
行
な
う
規
模
の
大
き
い
祭
式

（
シ
ュ
ラ
ゥ
タ
祭
式
）
と
直
接
関
係
す
る
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
厳
密
な
意
味
で
「
ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
文
献
扁
と
い
う
階
に
は
、
通
常
こ
れ

ら
二
つ
と
祭
式
の
実
際
を
記
述
す
る
シ
ュ
ラ
ウ
タ
・
ス
ー
ト
ラ
、
グ
リ
ヒ
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
と
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
（
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
ブ
ラ
；
フ
マ
ナ
的
部
分
を
含
む
）
、
そ
の
中
で
も
特
に
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
は
、
同
語
反
復
表

現
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
用
法
を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
サ
ン
ヒ
タ
ー
文
献
が
主
に
祭
式
の
揚
で
用
い
ら
れ
る
讃
歌
、
歌
詞
、
品
詞
、
呪
句
を
含
む
の
に
対
し
て
、
ブ
ラ
！
フ
マ
ナ
文
献
は
、
個

々
の
祭
式
で
用
い
ら
れ
る
祭
具
や
祭
式
行
為
の
意
味
の
解
釈
、
祭
式
が
も
た
ら
す
効
果
（
功
徳
）
の
確
証
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。



　
解
釈
の
仕
方
は
二
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
特
定
の
祭
式
行
為
の
記
述
（
規
定
）
、
等
置

　
や
断
定
に
よ
る
根
拠
づ
け
、
祭
式
行
為
の
も
つ
結
果
な
い
し
は
効
果
の
説
明
の
三
要
素
か
ら
な
る
三
段
論
法
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
し
、
そ
れ
ら
三
つ
の
要
素
が
常
に
言
表
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
ま
た
、
各
段
の
順
序
が
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
例
を
挙
げ

　
　
る
と
、
潔
斎
の
祭
に
祭
主
が
黒
カ
モ
シ
カ
の
皮
を
身
に
つ
け
る
理
由
を
説
明
し
て
、
「
黒
カ
モ
シ
カ
の
毛
皮
で
潔
斎
す
る
。
（
規
定
）
黒
カ

　
　
モ
シ
カ
の
毛
皮
な
る
も
の
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
か
た
ち
。
（
定
置
）
つ
ま
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
よ
っ
て
〔
祭
官
は
〕
彼
（
祭
主
）
の
潔
斎
を

　
行
な
う
。
（
効
果
）
」
（
↓
o
Q
①
．
一
■
ω
●
卜
・
）
ウ
ド
ゥ
ソ
バ
ラ
の
木
で
出
来
た
匙
（
ω
毎
毒
）
で
火
に
穀
物
、
　
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
バ
タ
ー
の
混
合
物
を

　
献
血
す
る
理
由
を
説
明
し
て
、
「
ウ
ド
ゥ
ソ
バ
ラ
の
匙
で
献
供
す
る
。
（
規
定
）
ウ
ド
ゥ
ソ
バ
ラ
は
活
力
（
適
い
）
、
ウ
ド
ゥ
ソ
バ
ラ
は
食

　
　
（
家
妻
）
。
（
等
置
）
つ
ま
り
、
活
力
（
”
ウ
ド
ゥ
ン
バ
ラ
〔
の
匙
〕
）
に
よ
っ
て
彼
（
祭
主
）
の
た
め
に
活
力
、
〔
つ
ま
り
、
〕
食
を
閉
じ

　
　
込
め
る
（
臨
く
餌
噌
流
事
血
匹
ゲ
Φ
）
。
（
効
果
と
（
↓
詔
卜
Φ
．
b
。
）
こ
の
よ
う
な
説
明
な
い
し
は
解
釈
が
、
そ
の
根
拠
づ
け
に
用
い
ら
れ
る
神
話
と
と
も

　
　
に
数
多
く
集
っ
て
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
は
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
今
問
題
に
し
て
い
る
同
語
反
復
表
現
は
、
そ
の
殆
ど
が
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
の
、
効
果
を
述
べ
る
個
所
に
現
わ
れ
て
く
る
。

　
　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
視
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
祭
式
に
お
い
て
、
水
の
代
り
に
わ
ざ
わ
ざ
バ
タ
ー
を
使
っ
て
米
粥
を
つ
く
る
理
由

　
　
を
説
明
し
て
、
「
〔
献
供
の
粥
は
〕
バ
タ
ー
の
中
で
〔
調
理
さ
れ
て
〕
あ
る
。
バ
タ
ー
は
熱
力
（
鼠
器
）
、
眼
（
あ
る
い
は
視
力
）
は
熱
力
。

　
　
つ
ま
り
熱
力
（
蒔
パ
タ
ー
）
に
よ
っ
て
彼
〔
祭
主
〕
の
た
め
に
熱
力
、
〔
つ
ま
り
、
〕
眼
（
視
力
）
を
閉
じ
込
め
る
。
」
（
↓
ω
b
。
．
b
。
．
⑩
娯
）
こ

　
　
こ
で
作
者
は
先
ず
、
米
粥
が
バ
タ
ー
で
調
理
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
（
祭
式
規
定
）
、
つ
い
で
、
パ
タ
ー
と
眼
を
熱
力
と
等
辛
し
て
い
る
。

　
　
そ
し
て
、
最
後
に
「
熱
力
に
よ
っ
て
熱
力
を
閉
じ
込
め
る
扁
と
、
同
語
反
復
を
使
っ
て
祭
式
の
効
果
（
祭
主
が
熱
力
を
得
る
こ
と
）
を
確

　
　
証
す
る
。
漁
戸
反
復
表
現
の
殆
ど
が
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
で
は
こ
の
よ
う
に
祭
式
の
効
果
を
確
証
す
る
匿
的
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
後
期
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
の
代
表
で
あ
る
『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
を
資
料
に
し
て
、
同
語
反
復
表
現
の
内
容
を
、
以
下
具

　
　
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
文
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
マ
ン
ト
ラ
の
用
例
を
除
く
と
、
『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
（
護
銃
ξ
碧
・

434　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
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イ
ン
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思
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特
質
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一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

鳥
ぎ
9
房
8
二
一
8
）
に
は
八
一
例
の
同
語
反
復
表
現
が
見
ら
れ
る
。
名
詞
の
格
関
係
を
見
る
と
、
具
格
文
が
最
も
多
く
四
二
回
（
す
べ
て

具
格
一
対
格
）
、
つ
い
で
、
処
格
文
二
五
回
（
う
ち
処
格
－
薄
野
工
四
、
処
格
一
主
格
一
）
、
対
格
一
主
格
八
回
（
響
ヨ
碧
の
文
例
に
限
ら

れ
る
）
、
そ
の
他
が
六
回
（
奪
格
一
処
格
二
回
、
具
格
一
奪
格
一
　
回
、
与
格
一
対
格
二
回
）
あ
り
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
と
異
な
り
、
具
格

文
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
動
詞
を
測
る
と
、
門
置
く
」
「
安
立
す
る
／
さ
せ
る
」
「
献
供
す
る
」
が
併
せ
て
二
九
圓
（
血
葛
§
鷺
9
亭

々
臨
。
。
”
9
心
）
、
「
獲
得
す
る
」
の
類
と
「
囲
い
込
む
」
が
併
せ
て
一
〇
回
（
簿
く
P
憎
ロ
ユ
7
　
G
Q
｝
　
く
四
一
　
c
⇒
》
　
似
℃
　
帥
》
　
℃
①
『
一
協
一
睡
鴫
9
け
卿
　
卜
σ
）
、
「
結
合
す
る
」

「
集
め
る
臨
の
類
（
鈴
携
象
鋤
伊
姜
コ
”
鈴
鰻
ぴ
訂
一
）
が
七
回
、
「
〔
選
出
を
〕
展
げ
る
」
の
類
（
9
鵠
㌍
。
・
p
。
具
碧
ρ
象
器
書
一
帥
§
b
。
）
と

「
充
実
さ
せ
る
」
（
鈴
ヨ
p
銭
冨
巻
江
）
が
そ
れ
ぞ
れ
五
回
、
「
治
療
す
る
」
（
ぴ
三
斜
）
と
「
害
す
る
」
（
三
B
ω
）
が
そ
れ
ぞ
れ
玉
傷
、
「
乗
り
上

げ
さ
せ
な
い
砧
（
轟
び
菖
跨
多
（
S
霧
）
）
三
回
、
「
至
ら
せ
る
」
（
α
q
鋤
ヨ
（
。
碧
ω
）
）
、
門
守
る
」
（
σ
q
唇
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二
幽
、
そ
の
他
一
〇
動
詞
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

一
圃
つ
つ
使
わ
れ
て
い
る
ρ

　
個
々
の
動
詞
に
つ
い
て
は
追
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
て
、
先
に
使
わ
れ
る
名
詞
を
見
る
と
、
「
祭
祀
」
（
葛
首
鋤
）
が
】
七
回
、
「
ア
ー

ト
マ
ン
」
八
回
、
「
気
患
」
六
回
、
「
火
」
五
回
、
「
終
り
」
（
p
ρ
⇒
賦
）
と
「
生
産
階
摺
、
生
産
階
層
に
園
有
の
力
」
（
謀
協
）
が
そ
れ
ぞ
れ
四

園
、
「
一
週
目
（
ω
黛
⊃
「
く
ρ
」
）
、
「
余
分
」
（
p
。
蜂
一
葬
9
）
、
「
視
力
」
（
6
髪
貿
ω
）
、
門
王
族
、
王
族
に
周
有
の
力
」
（
冨
並
置
）
が
各
々
三
回
、
　
「
節
」

（
℃
薗
鴨
く
拶
コ
）
が
二
女
、
こ
の
他
、
「
ソ
！
マ
」
（
ω
o
ヨ
9
）
、
門
輝
け
る
も
の
扁
（
甑
三
ハ
冨
）
（
蛙
ソ
ー
マ
）
、
　
「
こ
と
ば
」
（
く
似
。
）
、
「
食
」
（
碧
き
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

「
排
土
、
排
泄
物
」
（
℃
弩
回
忌
）
、
「
ジ
ェ
！
ス
」
（
鑓
鈴
）
、
「
活
力
」
（
く
同
蔓
p
）
、
「
不
足
」
（
＜
属
象
ぎ
）
、
「
滋
養
」
（
ヨ
。
象
器
）
、
「
精
子
」
（
捲
け
器
）
、

「
ブ
ラ
フ
マ
ソ
　
（
聖
職
階
層
…
、
聖
職
階
層
に
固
有
の
宗
教
的
な
力
）
扁
（
耳
糞
ヨ
雪
）
、
　
門
奉
仕
階
層
、
奉
仕
階
贋
に
嗣
有
の
カ
、
苦
力
」

（
窪
鴇
ω
）
、
「
男
の
子
」
（
5
窮
）
、
「
一
切
覇
者
た
る
こ
と
」
（
絡
鶏
挫
醤
）
、
　
「
最
高
な
る
も
の
」
（
窓
養
ヨ
餌
）
、
「
光
輝
扁
（
8
一
霧
）
、
「
屑
」

（
轟
ω
貯
）
、
「
朽
ち
た
も
の
」
（
訟
繕
”
）
、
「
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
」
、
「
サ
ー
マ
ヴ
ェ
！
ダ
」
、
「
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
、
「
二
｝
」
（
Φ
ぎ
く
書
詮
）
、
「
頭
」

（
、
■
ω
＝
．
鋤
ω
）
が
一
回
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
名
詞
を
見
て
ま
ず
気
が
つ
く
こ
と
は
、
そ
の
中
に
「
食
偏
、
「
気
息
偏
、
「
一
切
」
、
「
労
働
力
」
、
「
視
力
」
、
「
活
力
」
、
「
精
子
」



な
ど
、
生
命
力
や
生
命
力
の
素
、
生
命
力
に
満
ち
た
も
の
や
そ
の
よ
う
な
状
態
、
繁
栄
な
ど
を
意
味
す
る
語
が
極
め
て
多
い
こ
と
で
あ
る
。

「
祭
祀
」
や
、
祭
祀
で
重
要
な
役
割
を
担
う
「
火
」
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
自
然
界
と
人
間
を
活
性
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
を
意
味
し

て
い
る
。
一
方
、
僅
か
で
は
あ
る
が
「
過
剰
」
、
「
排
土
、
排
泄
物
」
、
「
不
足
」
、
「
朽
ち
た
も
の
」
の
よ
う
に
好
ま
し
く
な
い
も
の
を
指
す

名
詞
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
祭
祀
を
完
遂
す
る
上
で
有
害
と
な
る
要
素
で
あ
り
、
祭
式
の
過
程
で
こ
れ
ら
が
生
じ
た
場
合
に
は
す
み
や
か
に

取
り
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
！
フ
マ
ナ
で
は
、
祭
式
に
よ
っ
て
獲
得
す
べ
き
好
ま
し
い
力
や
排
除
す
べ
き
好

ま
し
く
な
い
力
に
あ
た
る
語
が
、
名
詞
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
名
詞
に
関
し
て
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
一
部
の
用
例
で
見
た
よ
う
に
、
同
語
反
復
表
現
が
異
な
る
二
つ

の
も
の
を
等
罪
す
る
手
段
と
し
て
意
識
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
場
合
、
祭
式
の
効
果
を
確
証
す
る
際
に
、

祭
場
の
構
成
要
素
（
祭
具
、
韻
律
、
祭
主
な
ど
）
が
、
自
然
界
を
取
り
巻
く
力
な
ど
と
等
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
繰
り
返
さ
れ
る

名
詞
が
何
に
対
応
し
て
い
る
か
は
比
較
的
分
り
や
す
い
。
た
と
え
ば
、
滋
養
物
の
獲
得
を
意
図
し
て
風
神
ヴ
ァ
ー
ユ
に
米
と
牛
乳
で
出
来

た
粥
を
献
供
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
植
物
（
米
）
は
牛
乳
（
阿
戸
ω
）
、
牛
乳
〔
そ
の
も
の
〕
は
牛
乳
。
つ
ま
り
、
彼
（
祭
主
）
の
た
め

に
牛
乳
（
H
米
と
牛
乳
で
出
来
た
乳
粥
）
に
よ
っ
て
牛
乳
（
養
分
）
を
閉
じ
込
め
る
。
」
（
↓
切
。
。
．
刈
・
一
．
㎝
…
。
。
「
8
一
．
8
c
。
）
こ
の
よ
う
に
、
具

格
の
「
牛
乳
」
が
祭
主
の
目
の
前
に
あ
る
米
と
牛
乳
か
ら
出
来
た
乳
粥
で
あ
る
こ
と
が
文
中
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。
薄
野
の
「
牛
乳
」
は

言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
獲
得
の
対
象
と
な
る
滋
養
物
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
等
置
が
明
言
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、
明
言
さ
れ
て
い
て
も
対
応
関
係
が
不
明
瞭
で
あ
る
場
合
で
も
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
で
は
同
語
反
復
表
現
が
墓
本
的
に
、
異
な
る
も
の
の

等
置
を
前
提
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
な
け
れ
ば
、
祭
式
の
効
果
を
確
証
す
べ
き
重
要
な
段
階
で
同
じ
語
を

無
意
味
に
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
の
編
纂
意
義
そ
の
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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八

　
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
編
纂
の
主
な
目
的
は
、
祭
壇
、
祭
具
、
韻
律
、
神
格
、
祭
主
、
祭
窟
な
ど
、
祭
式
を
構
成
す
る
も
の
（
権
能
内
に
あ
る

も
の
）
が
、
祭
式
の
達
成
欝
標
で
あ
る
繁
栄
、
長
寿
、
生
命
力
な
ど
（
権
能
内
に
な
い
も
の
）
と
頬
応
ず
る
こ
と
を
理
霞
を
挙
げ
て
説
明

し
、
そ
の
上
で
、
前
奢
の
操
作
が
必
ず
後
者
の
獲
得
を
も
た
ら
す
こ
と
を
確
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
の
前
提
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
が
「
同
じ
も
の
は
同
じ
も
の
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
漏
（
〉
》
ピ
一
．
卜
」
剛
一
’
一
．
膳
讐
一
白
Q
◎
．
α
”
同
・
ω
．
Q
◎
）
と
い
う
基
本
原
期
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
実
語
反
復
表
現
は
、
こ
の
原
翔
を
落
々
の
ケ
ー
ス
に
合
せ
て
具
体
的
に
表
明
し
た
も
の
と
い
え
る
。
以
下
、
同
語
反
復
表
現
の
用
例
を

検
討
し
な
が
ら
、
「
岡
じ
も
の
は
同
じ
も
の
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
て
い
き
た
い
。
用
例
の
中
で
反
復

さ
れ
る
名
詞
の
指
…
示
対
象
は
、
そ
の
都
度
丸
ガ
ッ
コ
の
中
に
指
摘
し
て
お
く
。

　
分
り
や
す
い
も
の
か
ら
始
め
る
と
、
先
ず
「
贈
う
」
（
毒
す
一
）
と
い
う
動
詞
が
あ
る
。
「
彼
（
祭
主
）
が
犠
牲
牛
祭
（
急
診
冨
巳
冨
）
に

よ
っ
て
麗
る
こ
と
に
つ
い
て
・
：
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
自
ら
を
照
う
。
男
の
子
（
く
剛
欝
）
（
目
犠
二
二
）
に
よ
っ
て
男
の
子
（
祭
主
自

身
）
を
。
な
ぜ
な
ら
、
犠
牲
牛
は
男
の
子
、
祭
主
は
男
の
子
。
」
（
一
ド
メ
一
ψ
O
勝
帥
索
子
回
じ
ご
凱
ω
．
ω
’
）
こ
こ
に
は
、
祭
主
が
犠
牲
牛
祭
を
行
な

い
、
犠
牲
隼
を
代
傭
と
し
て
本
来
の
自
分
自
身
を
取
り
戻
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
寡
切
瑳
ゆ
ぎ
α
q
．
ω
き
3
8
脇
巽
．
ご
恥
）
、
恐
ら
く

等
価
交
換
が
こ
こ
で
は
意
味
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
比
較
的
分
り
や
す
い
が
、
そ
の
用
例
は
余
り
多
く
は
な
い
。
（
R
も
。
φ
p

H
g
o
ゆ
同
一
●
ω
ρ
¢
・
一
b
。
．
S
目
嵩
■
轟
■
）
む
し
ろ
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
類
感
呪
術
に
墓
つ
い
て
、
達
成
す
べ
き
欝
標
の
代
替
行
為
と
し
て
地
上
で

祭
式
を
行
な
い
、
そ
の
実
行
に
よ
り
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
用
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
動
詞
に
は
、
「
得
る
」
（
拶
O
）
、
「
奪
い
取
る
」

（
誤
噺
）
、
「
締
め
鳩
す
」
（
彗
＄
門
一
）
、
「
至
ら
し
め
る
」
（
窓
ヨ
（
＄
霧
）
）
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
二
年
に
わ
た
っ
て
〔
ソ
ー
マ
が
〕
搾
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
年
は
一
切
（
ω
鍵
毒
）
。
蒼
一
〔
の
レ
ン
ガ
か
ら
な
る
祭
壇
〕
は
一
切
。

つ
ま
り
、
一
切
（
1
一
一
年
間
ソ
ー
マ
を
搾
り
、
そ
れ
を
完
全
な
か
た
ち
に
築
か
れ
た
祭
壇
に
献
供
す
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
一
切
を
得
る



　
　
（
似
9
9
陣
）
。
」
（
δ
．
ド
G
隣
い
9
二
回
）
「
さ
て
、
〈
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
i
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
i
＞
と
発
し
て
祀
る
。
〈
ス
ヴ
ア
ー
ハ
i
＞
音
は
祭
祀
の
終
り
。

　
　
冬
は
歳
の
終
り
。
な
ぜ
な
ら
、
〔
冬
は
〕
春
の
反
対
側
に
あ
る
（
あ
る
い
は
、
春
か
ら
も
っ
と
も
離
れ
た
）
も
の
（
冨
鼠
触
象
冨
）
。
：
・
つ

　
　
ま
り
、
終
り
（
腎
〈
ス
ヴ
ァ
ー
買
主
〉
）
に
よ
っ
て
終
り
（
“
冬
）
を
〔
敵
た
ち
か
ら
〕
奪
い
取
る
（
〈
誉
葬
Φ
）
。
終
り
に
よ
っ
て
終
り
か
ら

　
　
敵
た
ち
を
締
め
出
す
（
き
＄
戦
。
e
。
」
（
護
’
。
。
μ
鈍
同
様
の
表
現
計
四
回
。
O
地
一
．
メ
b
。
b
堅
）
　
「
台
座
で
　
〔
祭
主
を
〕
　
灌
頂
す
る
。
台
座

　
　
（
鋤
ω
雪
叩
）
に
座
る
も
の
は
一
切
覇
者
た
る
こ
と
（
出
ヨ
鼠
ぐ
ρ
）
。
つ
ま
り
、
一
切
覇
者
た
る
こ
と
（
涯
台
座
で
の
灌
頂
）
に
よ
っ
て
一

　
　
切
覇
者
た
る
状
態
に
〔
祭
主
を
〕
至
ら
し
め
る
。
」
（
鐸
。
。
．
。
。
「
蒔
）
「
そ
（
一
切
供
犠
（
m
碧
玉
ヨ
巴
冨
）
）
の
際
、
可
能
な
限
り
大
き
な

　
　
（
ハ
～
・
　
O
国
民
鋤
H
伽
げ
《
鋤
）
火
〔
壇
〕
を
築
く
。
こ
れ
（
一
切
供
犠
）
は
祭
式
（
冨
稼
9
・
ζ
㌶
償
）
の
中
で
最
高
の
も
の
。
つ
ま
り
、
最
高
の
も
の

　
　
（
睡
一
切
供
犠
ω
鍵
毒
ヨ
。
α
冨
）
に
よ
っ
て
、
彼
（
祭
主
）
を
最
高
の
も
の
た
る
状
態
に
至
ら
し
め
る
。
」
　
（
鐸
8
ゲ
b
。
）
　
「
鎮
め
る
」

　
　
（
診
ヨ
（
。
謬
ω
）
）
を
使
っ
た
次
の
用
例
も
、
代
替
物
を
通
じ
て
目
的
の
達
成
を
意
図
す
る
用
法
に
含
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
「
そ
れ
（
献
供
）
に
お
い
て
〔
祭
官
に
〕
好
ま
し
き
も
の
（
毒
富
）
を
与
え
る
。
好
ま
し
き
も
の
は
一
切
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
一
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
（
鯉
好
ま
し
き
も
の
洞
布
施
）
に
よ
っ
て
こ
〔
の
一
切
（
“
火
、
祭
官
2
）
〕
を
鎮
め
る
（
満
足
さ
せ
る
2
）
（
診
ヨ
塁
塞
）
」
（
卜
。
「
凹
い
．
料
）

　
　
　
同
様
に
、
具
格
と
紺
格
を
と
る
名
詞
が
動
詞
「
置
く
」
（
権
助
）
を
介
し
て
反
復
さ
れ
る
「
A
に
よ
っ
て
A
を
置
く
」
と
い
う
形
式
の
表
現
も
、

　
　
代
替
行
為
に
よ
る
目
的
の
実
現
を
意
図
し
て
い
る
。
「
ヴ
ァ
ル
ナ
を
神
格
と
す
る
リ
チ
ュ
（
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
の
詩
節
）
に
よ
っ
て
〔
献
供
す

　
　
る
〕
。
ヴ
ァ
ル
ナ
は
王
族
（
ま
た
は
王
族
の
力
）
（
訂
彗
鑓
）
。
王
族
は
活
力
（
〈
冒
巻
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
活
力
（
財
ヴ
ァ
ル
ナ
を

　
　
神
格
と
す
る
リ
チ
ュ
）
に
よ
っ
て
彼
（
祭
主
）
に
活
力
を
麗
く
。
」
（
ρ
餅
“
。
鉢
①
）
「
バ
タ
ー
で
の
〔
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ミ
ー
ヤ
の
〕
献
供

　
　
を
行
な
う
。
バ
タ
ー
は
滋
養
（
B
巴
冨
ω
）
。
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ミ
ー
ヤ
〔
の
献
供
〕
は
滋
養
。
つ
ま
り
滋
養
（
H
バ
タ
ー
に
よ
る
ア
シ
ュ

　
　
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ミ
ー
ヤ
〔
の
雄
心
〕
）
に
よ
っ
て
彼
に
滋
養
を
置
く
。
」
（
一
。
。
・
ω
．
9
b
。
）
「
ヴ
ァ
ー
ユ
（
（
風
神
）
の
た
め
の
牛
乳
を
、
追
加
〔
献

　
　
供
〕
と
し
て
準
備
す
べ
し
。
ヴ
ァ
ー
ユ
は
精
子
を
つ
く
り
変
え
る
も
の
（
P
〈
騨
母
貫
）
。
ヴ
ァ
ー
ユ
は
気
息
。
な
ぜ
な
ら
、
気
息
は
精
子

　
　
を
つ
く
り
変
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
つ
ま
り
、
精
子
（
1
1
精
子
を
つ
く
り
変
え
る
ヴ
ァ
ー
ユ
に
対
す
る
牛
乳
〔
の
献
供
〕
）
に
よ
っ
て

474　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
蓑
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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二
〇

484　
　
彼
に
精
子
（
生
殖
力
）
を
置
く
。
」
（
H
ω
匿
ω
．
。
。
」
）
「
と
こ
ろ
で
、
眼
病
が
と
り
つ
い
た
時
は
、
ス
ー
ル
ヤ
（
太
陽
）
を
神
格
と
す
る
粥
を
追

　
　
加
〔
儀
礼
〕
と
し
て
準
備
す
べ
し
。
太
陽
は
生
類
の
眼
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
（
太
陽
）
が
昇
る
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
が
動
く
か
ら
。

　
　
つ
ま
り
、
眼
（
薩
太
陽
〔
を
神
格
と
す
る
粥
〕
）
に
よ
っ
て
彼
に
眼
（
視
力
）
を
置
く
。
扁
（
H
。
。
．
も
。
．
G
。
●
蒔
）
「
バ
タ
ー
で
献
供
す
る
。
バ
タ
ー
は

　
　
熱
力
（
浅
官
）
。
つ
ま
り
、
熱
力
（
ー
ー
バ
タ
ー
）
に
よ
っ
て
彼
に
熱
力
を
置
く
。
」
（
霞
①
．
曽
二
）
名
詞
の
ひ
と
つ
に
奪
格
を
用
い
る
も
の
も

　
　
あ
る
。
「
．
ハ
タ
～
献
供
を
行
な
う
。
バ
タ
ー
は
祭
祀
。
つ
ま
り
、
祭
紀
（
擁
バ
タ
ー
〔
献
供
〕
）
か
ら
（
つ
ま
り
、
祭
祀
に
も
と
づ
い
て
）
、

　
　
彼
等
（
祖
霊
と
な
っ
た
も
の
た
ち
）
は
祭
祀
に
安
立
す
る
（
質
塁
審
3
雪
江
）
。
」
（
尉
も
。
．
。
。
．
置
。
。
”
6
）

　
　
　
こ
の
他
、
動
詞
「
置
く
」
を
使
っ
て
い
る
が
名
詞
の
ひ
と
つ
を
処
格
に
す
る
「
A
に
（
処
格
）
A
を
置
く
」
と
い
う
形
式
が
あ
る
。
潔

　
　
斎
…
に
お
い
て
ア
ド
ヴ
ァ
ル
ユ
祭
官
が
祭
主
の
眼
に
ト
リ
カ
ク
ド
ゥ
山
で
採
れ
た
隠
里
を
塗
る
こ
と
に
関
し
て
、
イ
ン
ド
ラ
神
に
殺
さ
れ
た

　
　
ヴ
リ
ト
ラ
の
眼
が
ト
リ
カ
ク
ド
ゥ
山
に
変
っ
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
、
「
ト
リ
カ
ク
ド
ゥ
山
の
も
の
（
眼
膏
）
が
あ
る
（
塗
ら
れ
る
）

　
　
こ
と
に
つ
い
て
一
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
祭
主
の
〕
眼
に
眼
（
臼
ト
リ
カ
ク
ド
ゥ
山
か
ら
の
二
百
。
陶
工
に
、
視
力
を
意
味
。
）

　
　
を
置
く
。
」
（
ω
．
隔
．
も
。
」
卜
。
）
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
で
ガ
ー
ル
ハ
バ
ト
や
祭
壇
に
火
を
注
ぐ
こ
と
に
関
し
て
、
「
こ
れ
ら
（
注
釈
に
よ
る
と
、
金

　
　
板
を
身
に
つ
け
た
り
、
ウ
カ
ー
（
鼻
試
）
と
呼
ば
れ
る
祭
器
を
ア
三
五
ヴ
ァ
ニ
ー
ヤ
の
祭
火
で
熱
し
た
り
、
薪
を
く
べ
た
り
、
「
ヴ
ィ

　
　
シ
ュ
ヌ
神
の
歩
み
㎏
（
＜
訪
欝
ξ
働
感
動
）
を
真
似
て
行
な
う
な
ど
、
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
の
潔
斎
期
間
中
に
、
祭
主
が
臼
々
行
な
う
べ
き
諸

　
　
儀
式
）
が
丸
一
年
間
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
か
ら
〔
気
息
、
活
力
、
食
が
〕
出
て
い
っ
た
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
は
歳

　
　
（
臼
一
切
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
一
切
な
る
も
の
（
淵
心
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
）
に
一
切
（
金
板
を
身
に
つ
け

　
　
る
な
ど
の
諸
行
為
）
を
置
く
。
扁
（
刈
G
一
匿
邸
．
一
一
）
こ
の
場
合
、
金
板
を
身
に
つ
け
る
な
ど
の
諸
行
為
を
一
年
間
行
な
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
金

　
　
板
等
に
象
徴
さ
れ
る
生
命
等
を
火
（
睦
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
）
に
も
ど
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
で
の
火
炉
の
設

　
　
置
に
関
し
て
、
「
こ
れ
ら
（
火
炉
）
を
囲
い
石
（
冨
粟
窪
）
で
囲
む
。
囲
い
石
は
水
。
・
：
そ
の
水
の
う
ち
、
堀
ら
れ
た
〔
溝
〕
に
沿
っ

　
　
て
進
む
も
の
は
王
族
（
評
ω
簿
舜
）
。
・
：
彼
（
ア
ド
ヴ
ァ
ル
ユ
祭
官
）
が
堀
ら
れ
た
〔
祭
壇
〕
を
〔
旧
い
石
で
〕
取
り
囲
む
の
は
、
　
王
族



　
　
（
睦
ア
ー
ハ
ヴ
ァ
ニ
ー
や
祭
壇
）
に
王
族
（
1
1
溝
に
置
か
れ
た
囲
い
石
。
王
族
固
有
の
力
を
象
徴
す
る
）
を
置
く
こ
と
。
王
族
（
”
囲
い

　
　
石
）
に
よ
っ
て
王
族
（
祭
壇
）
を
囲
い
込
む
こ
と
。
」
（
O
．
蒔
．
ω
・
Φ
・
同
じ
表
現
が
生
産
階
層
（
〈
5
　
に
関
し
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
）

　
　
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
に
お
い
て
完
成
し
た
大
祭
壇
に
登
り
、
「
人
々
の
中
に
座
す
も
の
に
、
ヴ
ェ
ー
ト
！
　
水
に
座
す
も
の
に
、
ヴ
ェ
ー

　
　
ト
ー
：
：
」
（
＜
。
Q
§
団
）
と
唱
え
か
け
て
ア
グ
ニ
祭
壇
に
献
供
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
こ
れ
ら
（
「
人
々
の
中
に
座
す
も
の
」
等
）
は
ア

　
　
グ
ニ
（
火
神
）
の
名
前
。
そ
れ
ら
（
様
々
な
名
前
を
も
つ
個
別
の
ア
グ
ニ
た
ち
）
を
こ
の
よ
う
に
〔
唱
え
て
〕
満
足
さ
せ
る
（
℃
昌
愚
ε
。

　
　
そ
れ
ら
を
献
供
に
よ
っ
て
神
格
と
成
す
。
：
・
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
名
前
で
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
火
（
鼎
煉
瓦
で
つ
く

　
　
つ
た
ア
グ
ニ
祭
壇
）
に
こ
れ
ら
の
火
（
裡
マ
ン
ト
ラ
に
表
わ
さ
れ
た
個
々
の
ア
グ
ニ
た
ち
）
を
置
く
。
」
（
P
撃
．
Φ
）

　
　
　
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
反
復
さ
れ
る
名
詞
の
う
ち
対
格
／
主
格
を
と
る
語
に
力
な
い
し
は
実
質
、
昇
格
を
と
る
語
に
力
を
受
取
る
器
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
し
は
カ
タ
チ
に
相
当
す
る
も
の
を
当
て
、
両
者
を
動
詞
「
置
く
」
で
結
び
つ
け
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、
同
語
反
復
表
現
は
あ
る
カ
タ

　
　
チ
に
そ
れ
と
等
々
さ
れ
た
実
質
を
置
く
、
あ
る
い
は
、
あ
る
実
質
を
そ
れ
と
型
置
さ
れ
た
ヵ
タ
チ
で
囲
い
込
む
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
次
女
で
は
そ
の
こ
と
が
簡
単
に
「
（
カ
タ
チ
を
実
質
に
）
結
び
つ
け
る
」
（
団
§
葵
S
と
い
う
動
詞
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ

　
　
ナ
祭
に
お
け
る
ソ
ー
マ
圧
搾
の
始
め
に
ア
グ
ニ
祭
壇
に
一
群
の
マ
ン
ト
ラ
で
「
結
び
つ
け
」
（
団
O
ぴ
q
9
）
を
行
な
う
こ
と
に
関
し
て
、
「
〔
火
を

　
　
囲
ん
で
置
く
〕
置
き
木
（
窓
ユ
偽
果
）
に
む
す
び
つ
け
る
（
誉
碁
聖
）
（
あ
る
い
は
、
「
結
び
つ
け
」
（
ぎ
ひ
q
9
）
を
行
な
う
）
。
置
き
木
で
あ
る

　
　
も
の
は
火
（
O
一
．
）
。
つ
ま
り
、
火
（
旺
置
き
木
（
算
）
）
〔
カ
タ
チ
〕
を
火
〔
実
質
〕
に
結
び
つ
け
る
。
」
（
⑩
●
蒔
卜
b
。
）

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
同
語
反
復
表
現
は
実
質
を
失
っ
て
い
る
も
の
（
カ
タ
チ
、
器
）
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
実
質
を
有
し
て
い
る
も
の
に
対
し

　
　
て
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
同
語
反
復
表
現
は
実
質
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
犠
牲
牛
祭
で
犠

　
　
牲
牛
の
脂
肪
（
〈
鋤
ω
拶
）
を
火
に
献
供
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
脂
肪
の
献
供
は
滋
味
（
鑓
紹
）
。
滋
養
（
ヨ
巴
冨
ω
）
は
滋
味
。
つ
ま
り
、
こ

　
　
の
よ
う
に
し
て
滋
味
（
闘
脂
肪
の
献
供
）
に
よ
っ
て
滋
味
（
1
1
滋
養
）
を
強
化
す
る
（
け
眠
声
冨
δ
江
）
。
」
（
ω
●
。
。
●
。
。
．
ω
o
）
逆
に
、
あ
る
も
の

　
　
が
有
害
な
要
素
に
取
り
つ
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
同
じ
種
類
の
有
害
な
要
素
を
そ
れ
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
除
く
、
つ
ま
り
、

494　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
裏
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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二
二

5
0
「
4
　
中
和
す
る
意
殊
で
使
わ
れ
る
。
新
月
・
満
月
祭
の
主
要
石
面
の
際
に
唱
え
ら
れ
る
献
供
の
句
（
愚
㎞
轟
）
と
（
神
々
の
）
招
請
句
（
零
莞
㌣

　
　
ξ
鋤
）
に
関
し
て
、
「
あ
る
い
は
ま
た
、
〔
献
供
の
句
と
招
請
句
は
と
も
に
〕
ア
ヌ
シ
ュ
ト
ブ
（
韻
律
の
一
種
）
。
ア
ヌ
シ
ュ
ト
ブ
は
屑
（
P

　
　
く
留
ε
）
。
ス
ヴ
ィ
シ
ュ
タ
ク
リ
ッ
ト
（
主
要
献
供
の
あ
と
に
、
ア
グ
ニ
に
対
し
て
為
さ
れ
る
献
供
）
は
屑
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
屑

　
　
（
”
献
供
ス
ヴ
ィ
シ
ュ
タ
ク
リ
ッ
ト
）
に
屑
（
擁
ア
ヌ
シ
ュ
ト
ブ
を
韻
律
と
す
る
献
供
の
句
と
招
請
句
〔
を
唱
え
る
こ
と
〕
）
を
置
く
。
」

　
　
（
ド
S
ω
」
c
。
）
ソ
！
マ
二
本
祭
日
第
三
の
ソ
！
マ
搾
り
の
際
に
、
　
ハ
！
リ
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
と
呼
ば
れ
る
ソ
！
マ
液
の
汲
み
上
げ
（
鷺
餌
冨
）

　
　
を
桶
（
自
噌
O
コ
旧
年
餌
一
障
。
伽
鋤
）
か
ら
行
な
う
こ
と
に
関
し
て
、
「
つ
ま
り
、
こ
の
汲
み
上
げ
は
余
分
（
馨
三
二
9
）
。
つ
ま
り
、
余
分
（
1
ー
ハ
ー
リ
ヨ

　
　
ー
ジ
ャ
ナ
の
汲
み
上
げ
）
に
余
分
（
当
外
）
を
置
く
。
」
（
盆
「
。
。
卜
）
ま
た
、
同
じ
際
に
、
ウ
ソ
ネ
ー
ト
リ
祭
官
が
〈
シ
ュ
ラ
オ
シ
ャ
ッ
ト
〉

　
　
と
発
す
る
理
由
を
説
明
し
て
、
「
こ
の
汲
み
上
げ
に
関
し
て
　
一
　
ウ
ン
ネ
ー
ト
リ
〔
祭
宮
〕
が
く
シ
ュ
ラ
オ
シ
ャ
ッ
ト
〉
を
発
す

　
　
る
。
ウ
ン
ネ
！
ト
リ
祭
官
は
余
分
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
他
〔
の
汲
み
上
げ
〕
に
関
し
て
は
、
〈
シ
ュ
ラ
オ
シ
ャ
ッ
ト
〉
を
発
し
な
い
か
ら

　
　
（
コ
ぎ
巻
絹
撒
暑
く
錠
蝕
）
。
こ
の
汲
み
上
げ
は
余
分
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
余
分
（
匿
ウ
ン
ネ
ー
ト
リ
祭
官
）
に
余
分
（
目
ハ
ー
リ
ヨ
ー

　
　
ジ
ャ
ナ
の
汲
み
上
げ
）
を
置
く
。
」
（
↑
タ
ω
．
G
。
）
ま
た
、
別
の
祭
式
で
二
人
の
ウ
ン
ネ
ー
ト
リ
祭
官
の
一
人
に
雌
牛
を
与
え
る
こ
と
に
関

　
　
し
て
、
コ
一
人
の
う
ち
、
〈
シ
ュ
ラ
オ
シ
ャ
ッ
ト
〉
を
発
し
な
い
も
の
に
そ
れ
（
雌
牛
）
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
祭
宮
（
凹
く
凶
U
）
で
あ
り

　
　
な
が
ら
く
シ
ュ
ラ
オ
シ
ャ
ッ
ト
〉
を
発
し
な
い
こ
の
ウ
ン
ネ
ー
ト
リ
祭
官
は
不
足
（
〈
属
象
冨
）
。
分
割
さ
れ
た
（
謀
く
愚
姦
）
こ
の
ヴ
ィ
ラ

　
　
ー
ジ
ュ
（
韻
律
の
一
種
。
雌
牛
を
意
味
？
）
は
不
足
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
不
足
（
臼
ウ
ソ
ネ
ー
ト
リ
祭
官
）
に
不
足
（
鍾
雌

　
　
牛
）
を
置
く
。
」
（
駆
。
窃
巳
。
◎
●
H
ω
）
ラ
ー
ジ
ャ
ス
ー
や
祭
に
お
け
る
ガ
ー
ル
ハ
バ
ト
や
類
火
へ
の
献
供
に
乏
し
て
、
「
さ
て
、
余
っ
た
（
鋤
晋
一
簿
簿
）

　
　
〔
バ
タ
ー
献
供
の
〕
残
り
汁
（
器
輯
ω
鑓
毒
）
で
あ
る
も
の
は
、
ア
ー
グ
ニ
ー
ド
リ
ー
ヤ
〔
分
火
〕
に
献
供
す
る
。
こ
の
残
り
汁
は
余
分
。

　
　
ア
ー
グ
ニ
：
ド
リ
！
ヤ
は
余
分
。
・
：
つ
ま
り
、
そ
れ
故
、
こ
の
よ
う
に
余
分
（
燵
ア
ー
グ
ニ
！
ド
リ
ー
や
火
）
に
余
分
（
鷲
バ
タ
ー
の

　
　
残
り
汁
）
を
置
く
。
」
（
伊
蒔
』
」
O
）
ソ
ー
マ
祭
の
駿
罪
供
犠
に
関
し
て
、
「
さ
て
、
彼
（
祭
主
）
を
排
泄
物
の
な
い
も
の
（
訟
窟
二
審
）
に

　
　
し
て
、
排
泄
物
を
こ
こ
（
大
地
）
に
安
立
さ
せ
る
（
鳴
蝕
葱
誘
電
冨
ε
。
こ
れ
（
地
面
）
は
排
泄
物
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
排
泄
物



（
”
地
面
）
に
排
泄
物
〔
そ
の
も
の
〕
を
置
く
。
」
（
藁
α
◎
卜
。
■
㎝
）
悪
い
要
素
を
取
り
除
く
場
合
に
、
「
治
療
す
る
」
（
ぴ
三
七
）
が
使
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
プ
ラ
ヴ
ァ
ル
ギ
ヤ
．
祭
で
の
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
ソ
双
神
へ
の
戴
天
に
関
し
て
、
「
さ
て
、
祭
主
が
〔
低
唱
す
る
〕
。
祭
主
は
祭
祀
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
祭
祀
（
1
一
祭
主
〔
の
低
唱
〕
）
に
よ
っ
て
祭
祀
〔
そ
の
も
の
〕
を
治
療
す
る
。
」
（
一
餅
b
。
．
・
。
』
餅
O
や
巴
ω
。
一
一
・
㎝
．
。
。
．
①

（
計
三
画
ソ
）

　
好
ま
し
い
要
素
や
必
要
な
も
の
が
壊
さ
れ
な
い
た
め
に
あ
る
行
為
を
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
禁
止
の
同
語
反
復
表
現
が
用

い
ら
れ
る
。
「
「
他
〔
の
儀
式
〕
で
は
前
髪
（
鷺
契
剖
出
）
と
後
祭
（
雪
ξ
巴
鋤
）
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
〔
そ
れ
ら
が
〕
な
ぜ
こ
こ
（
プ
ラ
ヴ

ァ
ル
ギ
や
祭
？
）
で
は
〔
行
な
わ
れ
〕
な
い
の
か
。
前
議
と
後
祭
は
気
息
。
〔
プ
ラ
ヴ
ァ
ル
ギ
ヤ
で
用
い
ら
れ
る
？
〕
ア
ヴ
ァ
カ
ー
シ
ヤ

（
マ
ソ
ト
ラ
の
一
種
。
＜
。
Q
。
。
“
・
鼠
幽
9
）
は
気
息
。
〔
そ
の
マ
ン
ト
ラ
と
と
も
に
ア
ー
ハ
ヴ
ア
ニ
ー
や
祭
火
に
く
べ
ら
れ
る
P
〕
木
片

（
鍬
押
撃
手
）
は
気
息
。
気
息
（
睡
前
祭
と
後
祭
）
に
よ
っ
て
気
息
（
目
ア
ヴ
ァ
カ
ー
シ
ヤ
と
木
片
〔
を
用
い
る
プ
ラ
ヴ
ァ
ル
ギ
や
祭
〕
？
）

に
乗
り
上
げ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
（
轟
導
轟
建
叉
6
碧
ω
）
）
〔
と
考
え
て
、
こ
の
祭
式
で
は
前
祭
と
血
祭
を
行
な
わ
な
い
〕
。
」
（
算
・
。
．

b
o
●
望
．
Ω
．
置
．
b
。
．
b
◎
・
㎝
O
〔
珍
吋
四
巴
”
α
卜
。
〔
鎚
騨
警
。
・
〕
“
）
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
で
ア
ー
グ
ニ
ー
ド
ラ
〔
の
炉
〕
に
ま
だ
ら
の
石
を
置
く
際
…
に
、
ス
ー

ダ
ド
：
ハ
ス
。
マ
ン
ト
ラ
（
＜
Q
Q
這
φ
綴
H
潔
く
Q
。
．
①
P
。
。
）
を
唱
え
か
け
な
い
理
由
を
述
べ
て
、
「
ス
ー
ダ
ド
ー
ハ
ス
は
気
息
。
こ
れ
（
ま
だ
ら

石
（
O
噌
置
戸
μ
，
四
ω
廿
P
9
づ
）
“
太
陽
。
O
h
O
．
N
．
。
。
」
心
）
は
気
息
。
ど
う
し
て
気
息
（
目
ま
だ
ら
石
）
に
気
息
（
目
ス
ー
ダ
ド
ー
ハ
ス
）
を
概
く
こ

と
が
出
来
よ
う
と
〔
考
え
、
ま
だ
ら
石
”
太
陽
が
〕
滅
し
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
（
ス
ー
ダ
ド
ー
ハ
ス
）
を
納
め
て
・
：
」
（
o
■
b
。
．
ω
」
o
）

『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
　
日

　
　
　
好
ま
し
い
力
に
せ
よ
好
ま
し
く
な
い
要
素
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
カ
タ
チ
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
人
問
に
と
っ
て
制
御
可
能
な
現

　
　
実
的
な
力
と
な
る
。
祭
式
の
目
的
は
正
し
く
、
こ
の
世
界
を
取
り
巻
い
て
浮
遊
す
る
有
益
な
力
や
有
害
な
要
素
に
具
体
的
な
カ
タ
チ
を
与

　
　
え
て
固
定
し
、
そ
れ
を
人
間
が
操
作
し
得
る
対
象
に
変
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
別
の
用
例
は
「
（
カ
タ
チ
で
実
質
を
）
取
り
囲

蝦　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
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ご
四

524　
　
む
」
（
9
濠
茜
春
巳
、
「
（
カ
タ
チ
に
よ
っ
て
実
質
を
）
と
じ
込
め
る
（
磐
p
・
窓
巳
α
冨
）
」
と
い
う
分
り
や
す
い
動
詞
を
使
っ
て
表
現
し
て
い

　
　
る
。
「
そ
れ
（
火
壇
）
を
掘
り
だ
さ
れ
た
〔
石
〕
で
取
り
囲
む
こ
と
に
つ
い
て
一
王
族
（
需
簿
話
）
（
1
1
火
熱
）
に
王
族
（
昨
囲
い
石
と
そ
こ

　
　
に
象
徴
さ
れ
る
王
族
の
力
）
を
置
く
。
王
族
（
闘
囲
い
石
）
に
よ
っ
て
王
族
（
火
壇
）
を
取
り
囲
む
。
」
（
前
出
P
蒔
ワ
ω
る
）
ア
シ
ュ
ヴ
ァ

　
　
メ
ー
ダ
祭
の
準
備
時
に
、
昼
閥
に
翌
日
の
た
め
に
用
い
る
水
（
〈
p
ユ
ω
拶
け
回
く
P
『
団
）
を
四
方
か
ら
集
め
て
く
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
水
は
食
。
つ

　
　
ま
り
、
彼
（
祭
主
）
の
た
め
に
食
（
一
水
）
に
よ
っ
て
食
（
養
分
）
を
と
じ
込
め
る
。
」
（
鐸
一
．
目
ム
）
同
じ
祭
式
に
お
い
て
潔
斎
を
七
日

　
　
間
行
な
う
こ
と
に
関
し
て
、
「
潔
斎
は
気
息
（
O
『
”
⇔
p
o
）
。
つ
ま
り
、
彼
（
祭
主
）
の
た
め
に
気
息
（
箕
二
七
構
問
の
潔
斎
）
に
よ
っ
て
気

　
　
息
（
箕
擁
生
命
力
、
諸
機
能
）
を
と
じ
込
め
る
。
」
（
一
。
。
・
一
．
刈
．
b
。
●
Ω
．
拶
一
ω
。
一
。
。
．
一
．
メ
膳
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
　
同
様
に
、
「
充
実
す
る
」
（
器
ヨ
嵐
只
8
蕊
）
）
と
い
う
動
詞
も
、
実
質
を
翻
心
チ
の
中
に
取
込
ん
で
現
勢
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
人
身
供
犠
で
犠
牲
と
な
る
も
の
を
め
ぐ
っ
て
、
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
聖
職
階
層
）
の
た
め
に
バ
ラ
モ
ン
を
犠
牲
に
す
る
（
似
冨
び
冨
邑
。
バ
ラ
モ

　
　
ン
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
睦
バ
ラ
モ
ン
な
い
し
は
バ
ラ
モ
ン
に
体
現
さ
れ
る
営
力
）
に
よ
っ
て
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
霞
聖

　
　
職
階
層
）
を
充
実
す
る
。
」
（
圃
c
o
．
①
幽
さ
。
．
一
〇
）
（
同
じ
個
所
で
、
「
王
族
／
王
族
山
並
の
力
」
（
言
暮
這
）
、
「
生
産
階
暦
／
生
産
階
暦
固
有
の
カ
」

　
　
（
く
嵐
）
、
「
奉
仕
階
摺
／
奉
仕
階
層
固
有
の
力
」
（
欝
冨
ω
）
に
つ
い
て
、
周
様
の
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
）
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
メ
ー
ダ
祭
の

　
　
二
二
麹
に
犠
牲
牛
の
脂
肪
を
切
り
取
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
さ
て
、
他
の
も
の
た
ち
（
馬
と
パ
リ
ア
ソ
グ
ヤ
と
総
称
さ
れ
る
一
二
頭
の
動

　
　
物
以
外
の
動
物
）
に
対
し
て
鉄
製
〔
の
ナ
イ
フ
を
使
う
こ
と
〕
に
つ
い
て
！
他
の
犠
牲
牛
は
ヴ
ィ
シ
ュ
（
生
産
階
層
）
。
鉄
な
る
こ
の
か

　
　
た
ち
（
蘇
冒
）
は
ヴ
ィ
シ
ュ
の
も
の
。
つ
ま
り
、
ヴ
ィ
シ
ェ
（
H
鉄
〔
の
ナ
イ
フ
〕
、
つ
ま
り
、
生
産
力
）
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
シ
ュ
（
犠
牲
牛
）

　
　
を
充
実
す
る
。
」
（
一
ω
■
b
3
．
M
W
■
一
Φ
）

　
　
　
以
上
の
用
例
か
ら
、
同
語
反
復
表
現
が
カ
タ
チ
の
中
に
実
質
を
取
り
込
む
こ
と
、
あ
る
い
は
、
実
質
に
カ
タ
チ
を
付
与
す
る
こ
と
を
意

　
　
昧
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
結
合
さ
れ
る
実
質
と
慨
世
チ
が
、
な
ぜ
同
じ
語
で
呼
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
根
本

　
　
的
な
疑
問
が
ま
だ
わ
れ
わ
れ
に
は
残
っ
て
い
る
。
「
（
祭
祀
を
）
展
げ
る
」
（
9
⇒
）
や
「
接
合
す
る
」
（
鈴
ぢ
ユ
鼠
）
等
を
用
い
た
驚
例
の
中
に
、



　
　
こ
の
問
題
を
解
く
手
が
か
り
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
ま
ず
、
「
（
祭
禧
を
）
展
げ
る
」
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
新
月
・
満
月
祭
の
主
要
献
供
で
供
物
を
ア
ー
ハ
ヴ
ア
ニ
ー
や
聖
火
で
調
理
す
る

　
　
理
由
を
説
明
し
て
、
「
ア
ー
ハ
ヴ
ァ
ニ
ー
ヤ
〔
祭
火
〕
は
祭
祀
（
冨
冒
p
。
）
。
祭
祀
（
旺
ア
ー
ハ
ヴ
ァ
ニ
ー
や
祭
火
〔
の
上
で
調
理
す
る
こ

　
　
と
〕
）
に
お
い
て
祭
祀
を
展
げ
ん
（
酔
餌
づ
餌
く
似
【
P
9
げ
P
凶
）
と
〔
考
え
て
、
供
物
を
ア
ー
ハ
ヴ
ァ
ニ
ー
や
祭
火
の
上
で
調
理
さ
せ
る
〕
。
」
（
一
．
刈
・
。
。
．

　
　
ま
）
処
格
の
「
祭
祀
」
は
特
定
の
祭
式
行
為
、
対
格
の
「
祭
祀
」
は
個
々
の
祭
式
行
為
の
集
合
と
し
て
の
祭
祀
全
体
を
指
し
て
い
る
。

　
　
「
祭
祀
に
よ
っ
て
祭
祀
を
展
げ
る
」
と
い
う
の
は
、
祭
祀
の
部
分
に
相
当
す
る
個
々
の
祭
式
行
為
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
執
行
し
て
い
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
よ
っ
て
、
祭
祀
全
体
を
完
全
な
か
た
ち
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
器
嘗
雪
。
ユ
の
よ
う
に
、

　
　
動
詞
語
根
3
？
に
「
完
全
」
を
意
味
す
る
接
頭
辞
器
ヨ
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ソ
ー
マ
祭
の
潔
斎
期
間
中
に
、
ソ
ー
マ
搾
り

　
　
の
日
ま
で
、
暖
め
ら
れ
た
、
ミ
ル
ク
の
み
を
摂
る
理
由
を
説
明
し
て
、
「
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
祭
祀
（
1
1
、
ミ
ル
ク
を
肥
る
こ
と
）
〔
特
定

　
　
の
祭
式
行
為
。
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
〕
に
よ
っ
て
祭
祀
〔
全
体
〕
を
集
め
（
ω
9
日
ぴ
葺
畠
9
）
、
祭
祀
（
1
ー
ミ
ル
ク
を

　
　
尽
る
個
別
の
儀
式
）
に
祭
祀
〔
全
体
〕
を
安
立
さ
せ
る
。
祭
祀
（
H
、
ミ
ル
ク
を
摂
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
祭
祀
〔
全
体
〕
を
完
全
に
展
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
（
o
o
9
ヨ
什
ρ
⇒
O
け
一
）
。
」
（
。
。
．
b
。
b
袖
）
ま
た
、
祭
祀
を
展
げ
る
行
為
が
時
關
軸
の
中
で
順
次
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
き
窃
ρ
嘗
雪
。
瓢

　
　
の
よ
う
に
、
動
詞
語
根
に
さ
ら
に
接
頭
辞
雪
¢
（
門
順
次
」
）
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
グ
ニ
ホ
ー
ト
ラ
祭
に
関
す
る
北
野
儀
式
で

　
　
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
を
神
格
と
す
る
リ
チ
ュ
（
〕
刃
く
一
噂
ゆ
ト
り
鯨
一
刈
）
を
唱
え
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
祭
祀
。
つ
ま
り
、
祭
麗
（
目
リ
チ
ュ
の

　
　
詠
唱
）
〔
特
定
の
祭
式
行
為
〕
に
よ
っ
て
祭
祀
〔
全
体
〕
を
順
次
完
全
に
展
げ
る
（
雪
雲
超
具
p
。
ぎ
ε
。
」
（
諮
魔
・
㎝
●
〉
瞬
ω
。
一
N
．
蒔
．
H
●
軽
．
）

　
　
　
「
展
げ
る
」
等
と
同
じ
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
祭
祀
」
を
名
詞
（
対
格
、
処
格
、
銀
雪
）
と
し
て
と
る
動
詞
に
「
接
合
す
る
」
（
鵠
ヨ
象
㎝
）

　
　
が
あ
る
。
こ
の
動
詞
を
用
い
た
同
語
反
復
表
現
で
は
、
ふ
た
つ
の
名
詞
が
い
ず
れ
も
祭
祀
の
部
分
（
神
格
、
桜
草
ド
ゥ
ー
ル
ヴ
ア
i
、
マ

　
　
ン
ト
ラ
等
の
祭
具
や
個
々
の
祭
式
行
為
）
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
部
分
が
集
っ
て
完
成
さ
れ
る
祭
祀
そ
の
も
の
は
言
表
さ
れ
ず
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
存
在
は
言
外
に
予
想
さ
れ
て
い
る
。
「
展
げ
る
」
が
壷
振
の
部
分
を
集
積
し
な
が
ら
、
祭
祀
全
体
を
時
間
的
経
過
の
中
で
完
全
な
も
の

魏　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
蓑
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
哲
学
耐
憐
究
　
　
第
五
百
五
十
－
七
暑
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

54き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
に
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
「
接
合
す
る
」
は
祭
祀
の
部
分
と
部
分
を
結
び
つ
け
て
、
祭
祀
の
完
全
な
か
た
ち
を
空
間
的
に
回
復
す
る
こ

　
　
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
月
・
満
月
祭
で
の
後
祭
終
了
の
儀
式
で
「
神
、
心
の
主
（
ヨ
p
・
箒
霧
霧
雲
S
よ
。
こ
の
祭
薦
を
、

　
　
ス
ヴ
ア
ー
ハ
！
、
風
に
置
け
。
」
（
＜
ω
o
。
b
一
）
と
唱
え
て
献
供
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
「
こ
れ
な
る
清
め
る
も
の
（
風
）
は
こ
の
祭
薦
。
こ

　
　
の
祭
祀
を
集
め
て
こ
の
賛
評
（
H
風
）
に
安
立
さ
せ
る
。
祭
祀
（
暫
風
）
と
祭
肥
（
現
に
行
な
わ
れ
て
い
る
特
定
の
祭
式
行
為
）
を
接
合

　
　
す
る
。
」
（
一
■
り
■
鱒
．
卜
◇
G
o
’
〉
一
ω
o
躰
■
鳥
・
駆
．
一
Q
◎
・
）
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
で
煉
瓦
の
ア
グ
二
大
祭
壇
の
第
一
層
部
分
を
構
築
す
る
際
に
、
ド
ヴ
ィ
ヤ
ジ
ュ

　
　
ス
煉
瓦
を
自
然
窄
孔
石
（
の
く
p
⊃
団
の
ヨ
式
辞
口
慣
⇔
似
）
の
前
、
ド
ゥ
ー
ル
ヴ
ア
言
草
の
近
く
に
置
く
理
由
を
説
明
し
て
、
「
自
然
窄
孔
石
は
気
息
。

　
　
ド
ゥ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
草
は
気
患
。
ド
ヴ
ィ
ヤ
ジ
ュ
ス
は
祭
主
。
つ
ま
り
、
気
息
（
目
ド
ゥ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
）
と
気
息
（
封
自
然
窄
孔
石
）
を

　
　
連
続
さ
せ
る
（
器
三
聖
。
巳
。
〔
つ
ま
り
〕
接
合
す
る
。
」
（
刈
・
誌
面
。
）
こ
こ
で
は
気
息
（
生
命
力
）
の
受
け
皿
で
あ
る
べ
き
祭
主
の
神
的
な

　
　
身
体
は
雷
表
さ
れ
ず
、
そ
の
存
在
は
、
気
息
と
気
息
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
基
体
と
し
て
言
外
に
予
想
さ
れ
て
い
る
。
マ
ソ
ト
ラ
詠
唱
の

　
　
際
に
間
違
っ
て
一
部
を
と
ば
し
た
時
の
処
置
を
述
べ
て
、
「
丁
度
節
（
℃
ρ
讐
く
9
二
）
と
節
を
接
合
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
〔
の
忍
音
ブ
ー
、

　
　
ブ
バ
ハ
、
ス
バ
ハ
〕
に
よ
っ
て
〔
そ
れ
ぞ
れ
、
讃
歌
、
祭
詞
、
歌
詠
の
欠
損
部
分
を
〕
治
療
す
る
も
の
は
、
〔
マ
ン
ト
ラ
の
欠
損
部
分
を

　
　
補
い
〕
接
合
す
る
。
一
方
、
そ
れ
と
は
別
の
も
の
で
治
療
す
る
も
の
は
、
丁
度
破
損
し
た
も
の
（
晦
圃
三
p
・
）
と
破
損
し
た
も
の
を
接
合
す
る

　
　
よ
う
に
〔
不
完
全
な
も
の
陶
士
を
接
合
す
る
〕
。
」
（
善
趣
。
。
・
①
）
こ
こ
で
も
全
体
そ
の
も
の
は
文
面
に
は
現
わ
れ
ず
、
讃
歌
等
の
部
分
と
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
　
分
を
意
味
す
る
「
節
」
の
み
が
文
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
「
展
げ
る
」
（
ω
⇔
膏
量
）
、
「
接
合
す
る
」
（
ω
竃
α
冨
）
に
見
ら
れ
る
接
頭
辞
器
欝
は
、
「
合
体
す
る
」
（
。
。
9
薦
飴
ヨ
）
、
「
完
成

　
　
す
る
一
（
o
。
p
。
ヨ
ω
搾
触
）
、
「
填
充
す
る
」
（
沼
ヨ
鑑
鼠
）
、
「
結
合
す
る
」
（
自
。
p
ぢ
冥
。
）
、
「
合
入
す
る
」
（
。
・
p
・
琶
簿
⇔
）
、
「
完
全
に
創
出
す
る
」
（
三
思
豊
）
、

　
　
「
完
結
す
る
」
（
o
ウ
p
ヨ
ω
什
『
9
1
）
な
ど
の
よ
う
に
多
く
の
動
詞
語
根
に
使
わ
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
動
詞
語
根
の
意
味
に
「
完
全
な
状
態
に
す

　
　
る
」
と
い
う
意
味
合
い
を
付
与
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
鈴
葺
p
・
⇔
は
正
確
に
は
「
（
祭
祀
を
）
展
げ
て
そ
れ
を
も
と
の
完
全
な
状
態
に
す

　
　
る
」
こ
と
、
ω
馨
色
悪
は
「
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
接
零
し
て
も
と
の
完
全
な
一
つ
の
状
態
に
す
る
」
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。



　
　
こ
の
こ
と
を
反
復
さ
れ
る
名
詞
の
側
か
ら
み
る
と
、
名
詞
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
展
げ
ら
れ
、
接
合
さ
れ
る
も
の
は
、
本
来
相
互
に
一
体

　
　
の
関
係
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
語
で
呼
ぶ
以
外
に
正
確
に
表
現
し
よ
う
の
な
い
完
全
な
一
体
性
を
保
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
語
反
復
表
現
は
現
に
異
な
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
を
嵩
じ
名
詞
を
使
っ
て
等
罪
す
る
こ
と
に

　
　
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
本
来
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
動
詞
が
表
わ
す
行
為
に
そ
れ
ら
を
原
状
に
復
帰
さ
せ
る
と
い

　
　
う
意
味
機
能
を
担
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

　
　
　
従
っ
て
、
先
に
見
た
「
（
カ
タ
チ
に
よ
っ
て
実
質
を
）
得
る
」
や
「
（
実
質
を
カ
タ
チ
で
）
囲
い
込
む
」
と
い
う
動
詞
も
原
状
に
復
帰
さ

　
　
せ
る
こ
と
を
含
意
し
て
お
り
、
疲
弊
し
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
現
実
（
カ
タ
チ
）
に
、
そ
れ
が
本
来
有
し
て
い
た
生
命
力
、
長
寿
、
繁
栄

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
実
質
）
を
回
復
さ
せ
る
意
図
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
人
が
も
の
本
来
の
姿
を
、
生
命
力
、
長
寿
、
繁
栄
を

　
　
十
全
に
備
え
た
状
態
と
見
て
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
を
、
．
彼
等
は
特
に
「
安
立

　
　
さ
せ
る
」
（
鷺
巴
葱
薮
）
と
い
う
動
詞
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
「
こ
れ
な
る
清
め
る
も
の
（
風
）
は
こ
の
祭
祀
。
こ
の
祭
祀
を
集
め
て
こ

　
　
の
祭
祀
（
1
1
風
）
に
安
立
さ
せ
る
（
肩
p
房
讐
碧
願
解
巳
。
祭
祀
（
画
風
）
と
祭
祀
（
現
に
行
な
わ
れ
て
い
る
特
定
の
祭
式
行
為
）
を
接
合
す

　
　
る
。
」
（
前
出
一
・
⑩
・
器
。
。
）
「
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
祭
祀
（
闘
ミ
ル
ク
を
語
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
祭
祀
〔
全
体
〕
を
集
め
、
祭
祀
（
日

　
　
ミ
ル
ク
を
選
る
こ
と
）
に
祭
祀
〔
全
体
〕
を
安
立
さ
せ
る
。
祭
祀
（
睦
ミ
ル
ク
を
摂
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
祭
祀
〔
全
体
〕
を
連
な
ら
せ

　
　
る
。
」
（
前
出
ω
・
器
・
刈
）
「
こ
の
祭
祀
を
集
め
て
、
こ
の
祭
祀
（
貯
風
）
に
安
立
さ
せ
る
。
祭
祀
（
闘
風
）
と
祭
祀
（
聾
現
に
行
な
わ
れ
て

　
　
い
る
特
定
の
祭
式
行
為
）
を
接
合
す
る
。
」
（
晶
剛
山
国
心
．
膳
●
心
．
H
ω
）
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
の
ソ
ー
マ
搾
り
の
日
に
、
九
種
の
供
犠
（
沼
ヨ
乙
甲

　
　
葛
甘
ω
）
に
加
え
て
さ
ら
に
二
種
の
供
犠
が
追
加
さ
れ
、
併
せ
て
一
一
の
供
犠
が
行
な
わ
れ
る
理
由
を
述
べ
て
、
「
ト
リ
シ
ュ
ト
ブ
（
韻
律
の

　
　
一
種
）
は
＝
音
節
。
イ
ン
ド
ラ
〔
神
〕
は
ト
リ
シ
ュ
ト
ブ
。
イ
ン
ド
ラ
は
祭
祀
の
ア
ー
ト
マ
ン
。
イ
ン
ド
ラ
は
〔
祭
祀
の
〕
神
格
。
つ

　
　
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
祭
紀
の
ア
ー
ト
マ
ソ
、
神
格
で
あ
る
彼
（
一
一
の
供
犠
を
意
味
す
る
）
に
祭
祀
を
最
終
的
に
安
立
さ
せ
る

　
　
（
p
。
三
器
ザ
娼
巨
響
矧
窓
誘
塩
湖
）
。
」
（
ρ
伊
ド
。
。
。
。
）
新
月
・
満
月
祭
の
準
備
で
精
米
す
る
際
に
一
部
米
粒
が
黒
カ
モ
シ
カ
の
皮
の
上
に
ご
ぼ
れ

鰯　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
蓑
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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八

落
ち
て
も
過
失
に
は
な
ら
な
い
理
由
を
説
明
し
て
、
「
つ
ま
り
、
穀
粒
（
欝
朝
曾
圃
p
）
で
あ
れ
穀
粉
（
暑
冨
）
で
あ
れ
、
と
び
散
ろ
う
と

す
る
（
ω
一
（
四
「
P
創
鋤
け
）
揚
合
に
は
、
祭
祀
（
目
穀
粒
、
穀
粉
）
が
祭
魍
（
匿
黒
カ
モ
シ
カ
の
皮
）
に
安
立
し
ょ
う
と
す
る
（
o
§
三
m
嘗
暮
）
と

〔
考
え
〕
、
そ
れ
故
、
〔
黒
カ
モ
シ
カ
の
皮
の
上
で
の
〕
脱
穀
（
巴
ξ
奨
p
冨
轟
謬
）
と
精
米
（
巴
謀
需
鍔
醤
）
が
あ
る
。
」
（
ド
一
郵
ω
）
犠
牲

牛
祭
で
野
獣
を
祭
柱
に
繋
ぐ
時
に
祭
獣
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に
関
係
し
て
、
「
「
こ
れ
ら
（
祭
獣
た
ち
）
は
火
に
供
物
を
献
供
す
る
こ

と
の
あ
り
様
（
《
口
§
9
）
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
（
火
）
が
安
立
の
場
（
箕
9
賦
悪
夢
）
で
あ
る
こ
と
を
〔
知
ら
な
い
〕
。
祭
獣
を
固
定
し
た
あ

と
直
ち
に
火
を
鑛
り
出
し
、
火
に
火
（
一
1
供
物
す
な
わ
ち
祭
獣
2
）
を
献
供
し
よ
う
。
〔
そ
う
す
れ
ば
、
〕
彼
等
は
こ
れ
が
ま
こ
と
に
供
物

の
あ
り
様
、
こ
れ
（
火
）
が
安
立
の
場
、
供
物
は
ま
こ
と
に
火
に
献
供
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
。
。
．
刈
．
。
。
響
野
O
h
9
一
ω
。
c
。
樋
．
誤
層

q
）
「
こ
の
二
一
様
の
自
己
（
身
体
部
位
）
（
蘭
§
雪
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
〔
歌
詠
（
ω
8
鐸
鋤
）
が
二
一
詩
節
の
か
た
ち
で
囑
え
ら
れ
る
〕
“
二

「
の
日
”
を
安
立
の
揚
（
鷲
帥
蕃
嘗
鋤
）
と
し
て
、
そ
こ
に
〔
祭
主
は
〕
安
立
す
る
。
」
（
¢
㎝
ト
Φ
）

　
動
詞
「
安
立
す
る
」
は
、
疲
弊
し
た
人
間
や
自
然
界
が
力
と
繁
栄
の
完
全
に
実
現
し
て
い
た
本
来
の
状
態
に
回
帰
し
、
そ
れ
自
ら
の
完

全
な
す
が
た
を
園
復
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
こ
の
意
味
は
、
祭
具
で
あ
れ
、
祭
主
（
人
間
）
で
あ
れ
、
自
然
界
で
あ
れ
、
そ
れ

ら
本
来
の
状
態
は
、
繁
栄
と
生
命
力
に
満
ち
、
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
か
た
ち
を
有
し
て
い
た
と
い
う
古
代
イ
ン
ド
人
の
自
然
観
の
基
礎

の
上
に
成
立
っ
て
い
る
。
そ
の
状
態
は
ま
た
、
安
全
・
安
寧
・
無
憂
を
も
特
徴
と
す
る
こ
と
を
次
の
億
所
は
述
べ
て
い
る
。
「
〔
神
々
は
〕

他
な
ら
ぬ
こ
れ
（
大
地
）
を
、
彼
（
火
）
の
た
め
に
二
身
（
身
体
）
（
響
ヨ
き
）
と
し
た
。
保
護
の
た
め
に
（
α
q
弓
受
鉱
）
。
二
黒
（
身
体
）

が
自
己
（
火
自
身
）
を
守
る
で
あ
ろ
う
と
〔
考
え
て
〕
。
」
（
¢
G
。
．
ω
・
b
。
9
①
．
㎝
●
煮
）
「
〔
燃
や
し
た
〕
馬
糞
に
よ
っ
て
〔
ウ
カ
！
祭
器
を
〕
薫
蒸

す
る
。
馬
は
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
の
も
の
。
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
は
ア
グ
ユ
（
式
神
）
。
ま
こ
と
に
自
己
（
擁
馬
糞
）
は
自
己
（
火
自
身
）

を
害
す
る
こ
と
は
な
い
〔
と
考
え
て
〕
。
無
害
の
た
め
に
（
難
三
聖
絡
饗
伸
）
。
翫
（
◎
伊
ρ
ρ
象
①
U
．
餅
b
。
》
一
曾
　
Φ
．
一
飴
分
O
。
惹
け
冨
切
藁
一
・
。
。
．
）

次
の
一
節
は
、
こ
の
安
寧
・
無
憂
の
状
態
を
母
胎
の
中
の
胎
児
の
状
態
に
比
し
て
い
る
。
「
〔
薪
が
〕
バ
タ
ー
（
ぴ
q
耳
3
）
に
浸
さ
れ
る
。

ア
グ
ニ
（
酒
神
）
が
そ
こ
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
子
宮
に
と
っ
て
、
羊
膜
（
三
ぎ
）
は
バ
タ
1
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
〔
ア
グ
ニ
は
〕
そ
れ



（
バ
タ
ー
）
に
向
っ
て
燃
え
上
が
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
（
バ
タ
ー
）
は
彼
の
自
己
（
身
体
）
。
そ
れ
故
、
そ
れ
（
火
に
献
供
さ
れ
た
バ

タ
ー
）
に
は
灰
が
な
い
。
（
火
と
完
全
に
一
体
化
す
る
た
め
灰
が
残
ら
な
い
。
）
つ
ま
り
、
自
己
（
ア
グ
ニ
自
身
）
が
自
己
（
u
α
q
翁
忌

に
帰
弄
す
る
（
碧
皇
道
。
ま
こ
と
に
羊
膜
は
胎
児
を
害
さ
な
い
。
〔
つ
ま
り
、
〕
無
害
の
た
め
に
（
践
昔
ω
碧
鍮
）
。
」
（
9
◎
ψ
一
ω
・
O
h
》
q
野
斡
）

　
「
（
カ
タ
チ
に
実
質
を
）
置
く
」
と
「
（
カ
タ
チ
に
よ
っ
て
実
質
を
）
閉
じ
込
め
る
／
取
り
囲
む
』
の
動
詞
が
、
外
か
ら
実
質
を
カ
タ

チ
の
中
に
取
り
込
む
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
（
実
質
を
カ
タ
チ
に
）
安
立
さ
せ
る
」
と
「
自
己
が
自
己
に
帰

下
す
る
」
は
、
実
質
（
力
や
真
．
巽
の
自
己
）
が
す
で
に
カ
タ
チ
の
な
か
に
内
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
前
者
よ
り
一
歩

進
ん
だ
思
想
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
が
さ
ら
に
発
展
し
、
実
質
は
外
か
ら
取
り
入
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
の
内
奥
に
再
発
見

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
徹
底
す
る
と
、
同
語
反
復
表
現
は
「
自
己
に
お
い
て
自
己
を
晃
る
（
再
発
見
す
る
）
」
「
自
己
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

よ
っ
て
自
己
を
見
る
（
再
発
見
す
る
）
」
と
い
う
新
た
な
か
た
ち
を
と
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。

ま
　
と
　
め

　
　
　
「
太
初
に
お
い
て
、
暗
黒
は
暗
黒
に
蔽
わ
れ
た
り
き
。
」
（
菊
＜
一
ρ
這
㊤
．
ω
）
「
彼
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
た
だ
中
よ
り
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
抽
出
せ

　
　
り
。
」
（
〉
＜
野
歴
卜
σ
）
．
「
彼
は
豊
満
（
旨
煮
帥
）
よ
り
豊
満
を
汲
む
。
」
（
》
≦
o
φ
8
）
イ
ン
ド
文
献
の
最
古
層
に
同
語
反
復
表
現
は
す
で
に
、
世

　
　
界
の
始
源
の
状
態
、
始
源
に
お
け
る
尽
き
る
こ
と
の
な
い
力
と
豊
饒
さ
を
表
現
す
る
文
体
と
し
て
姿
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
ま
た
、

　
　
「
祭
肥
に
よ
っ
て
祭
祀
を
祀
る
べ
し
」
（
憎
く
峯
⑩
ρ
一
①
菩
）
、
「
ア
グ
ニ
（
火
）
に
よ
っ
て
ア
グ
ニ
が
く
べ
ら
れ
る
（
舞
ヨ
凱
ξ
無
㊦
）
」
（
沁
く
目
．

　
　
一
p
①
p
）
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
自
然
界
の
活
性
化
を
霞
的
と
す
る
祭
祀
の
形
容
と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
、
祭
式
文
献
の
中
核
を
成
す

　
　
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
い
て
も
マ
ン
ト
ラ
の
文
体
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
編
纂
者
は
ヤ
ジ
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

　
　
か
ら
こ
の
形
式
に
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
祭
式
効
果
を
確
証
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
文
体
と
し
て
確
立
し
た
。
後
代
頻
繁
に
使
わ
れ
る

　
　
同
語
反
復
表
現
は
直
接
に
は
、
こ
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
用
法
に
遡
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

574　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
蓑
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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〇

　
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
時
代
の
祭
式
思
想
家
は
祭
麗
の
目
的
を
疲
弊
し
た
祭
祀
、
祭
主
（
人
間
）
、
自
然
界
を
祭
式
行
為
を
通
じ
て
始
源
に
回

帰
さ
せ
、
始
源
に
有
し
て
い
た
完
全
な
す
が
た
、
生
命
力
、
繁
栄
、
長
寿
を
そ
れ
ら
に
圃
復
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
、
そ
の
実
質
に

満
ち
た
原
状
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
同
語
反
復
形
式
に
よ
っ
て
表
現
し
た
。
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
用
例
が
名
詞
と
し
て
「
食
」
、
「
精
力
扁
、

「
気
息
」
な
ど
、
力
を
意
味
す
る
語
、
動
詞
と
し
て
「
（
カ
タ
チ
に
よ
っ
て
実
質
を
）
得
る
、
閉
じ
込
め
る
」
、
「
（
カ
タ
チ
に
実
質
を
）
置

く
扁
、
「
（
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
部
分
を
）
接
合
す
る
」
な
ど
、
取
り
込
む
こ
と
な
ど
を
意
味
す
る
語
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
は
こ
の
た
め

で
あ
る
。

　
同
語
反
復
表
現
の
原
意
が
原
状
復
帰
に
あ
る
た
め
、
こ
の
表
現
は
ま
た
、
疲
弊
し
た
世
界
の
創
造
や
個
体
の
復
活
に
対
し
て
も
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
用
法
の
も
っ
と
も
古
い
も
の
と
し
て
、
「
諸
存
在
を
取
り
巻
き
、
諸
世
界
を
取
り
巻
き
、
す
べ
て
の
四

方
四
維
を
取
り
巻
き
、
天
則
の
長
子
に
近
付
い
て
、
〔
創
造
主
は
〕
自
己
に
よ
り
自
己
に
入
り
込
ん
だ
（
器
録
器
召
く
ぞ
①
診
）
」
（
＜
ω
。
。
b
。
．
芦

O
勝
ζ
累
¢
卜
。
絹
（
稗
」
弓
》
一
〇
．
一
電
蒔
）
…
⇔
ぎ
↓
》
圃
』
G
。
・
。
。
”
⑩
）
と
「
自
己
が
宙
己
に
帰
入
す
る
（
巷
戸
口
）
。
」
（
協
b
d
①
’
卜
。
」
G
。
）
が
あ
る
。
祭
式
中
心

の
蒔
代
の
終
り
を
告
げ
る
こ
の
二
例
は
、
「
（
実
質
が
形
態
の
中
に
）
入
り
込
む
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
を
使
う
点
で
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の

「
（
カ
タ
チ
に
実
質
を
）
鐙
く
」
に
連
な
る
一
方
で
、
名
詞
に
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
以
降
に
普
及
す
る
「
ア
ー
ト
マ
ン
」
を
使
っ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
と
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
以
降
の
用
法
の
中
間
段
階
に
位
置
し
て
い
る
。

　
古
層
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
聖
代
に
な
る
と
、
カ
の
獲
得
の
イ
メ
ー
ジ
が
染
み
つ
い
た
蜜
語
反
復
の
文
体
が
、
繁
栄
や
長
寿
に
左
右
さ
れ

な
い
自
己
の
本
質
を
撲
索
し
た
思
想
家
た
ち
に
嫌
わ
れ
て
、
同
語
反
復
表
現
の
用
例
が
目
立
っ
て
少
な
く
な
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
に
現
わ

れ
る
用
例
に
も
新
細
ふ
た
つ
の
用
法
が
混
在
し
て
お
り
、
過
渡
的
状
況
が
こ
の
蒔
代
に
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
『
タ
イ
ッ
テ
ィ
リ

ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の
よ
う
に
、
始
ど
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
と
変
ら
な
い
表
現
を
使
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
『
ブ
リ
ハ
ッ
ギ
・
ア
ー
ラ
ニ

ヤ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
な
ど
の
よ
う
に
同
語
反
復
形
式
を
新
し
い
発
想
の
も
と
に
使
い
始
め
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
精
神
と
身
体
諸

機
能
の
連
合
関
係
を
、
「
こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
に
こ
れ
ら
一
切
の
ア
ー
ト
マ
ン
が
預
け
ら
れ
て
い
る
」
「
ア
ー
ト
マ
ソ
が
ア
ー
ト
マ
ソ
に
入
り



　
　
込
ん
だ
」
「
ア
ー
ト
マ
ン
が
ア
ー
ト
マ
ン
に
乗
り
込
ま
れ
て
」
「
ア
ー
ト
マ
ソ
に
ア
ー
ト
マ
ン
が
付
き
従
う
」
と
表
現
す
る
の
は
新
し
い
動

　
　
き
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
用
法
は
「
（
二
曲
チ
に
実
質
を
）
置
く
」
を
連
想
さ
せ
る
「
入
り
込
ん
だ
」
、
「
乗
り
込
ま
れ
て
」
な
ど
の

　
　
動
詞
を
使
っ
て
い
る
点
で
、
ま
だ
疲
弊
し
た
現
実
の
活
性
化
を
量
的
と
す
る
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
用
法
か
ら
完
全
に
は
脱
却
し
て
い
な
い
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
」
（
じ
d
囲
d
野
癖
』
ω
●
0
臨
．
紛
鼻
び
回
H
。
。
．
H
）
は
、
同
語
反
復
表
現
が
祭
式
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
を

　
　
完
全
に
払
拭
し
て
新
し
い
段
階
に
達
し
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
カ
タ
チ
の
中
に
実
質
が
内
在
し
て
い
る
状
態
を
も
の
本
来
の
姿
と
見

　
　
る
と
、
実
質
は
外
か
ら
カ
タ
チ
の
中
に
入
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
カ
タ
チ
の
中
に
内
在
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
。
真
実
の
自
己
（
実
質
）
は
こ
の
自
分
（
カ
タ
チ
）
の
中
に
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
自
己
の
内
部
に
再
発
見
さ
る
べ
き
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
あ
る
。
こ
の
「
再
発
見
す
る
」
と
い
う
意
味
が
、
動
詞
「
見
る
」
（
o
撒
）
に
は
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。
実
質
を
活
量
チ
の
中
に
内
在
す
る

　
　
も
の
と
見
る
こ
の
怨
し
い
思
想
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
な
っ
て
突
然
現
わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
「
（
本
来
の
状
態
に
）
安
立
す
る

　
　
（
℃
茜
笥
曾
冨
）
」
や
「
（
自
己
が
自
己
に
）
帰
訳
す
る
（
巷
同
）
」
を
使
っ
た
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
圃
語
反
復
表
現
に
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

　
　
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
中
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
な
る
と
同
語
反
復
表
現
は
、
ヨ
ー
ガ
思
想
の
発
達
と
と
も
に
復
活
し
、
身
体
的
生
理
的
諸
機
能
を
制
御
し
な

　
　
が
ら
発
生
過
程
を
遡
及
し
人
間
を
始
源
の
状
態
に
立
ち
帰
ら
せ
る
ヨ
ー
ガ
の
実
修
な
い
し
は
そ
の
完
成
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ

　
　
れ
に
伴
っ
て
、
動
詞
に
は
讐
見
る
」
（
　
　
、
喝
ρ
o
ω
）
の
他
に
「
（
自
己
が
自
己
に
）
住
す
る
」
（
ω
夢
鋤
）
が
使
わ
れ
、
ヨ
ー
ガ
の
実
者
が
「
自
己
に

　
　
自
己
が
住
す
る
」
努
力
、
ヨ
ー
ガ
の
完
成
が
「
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
」
こ
と
と
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
『
ギ
一
面
ー
』
で
も
ヨ
ー
ガ
に
関
す
る
用
法
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
「
自
己
は
自
己
の
敵
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
意
味

　
　
合
い
の
用
法
、
『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
の
「
自
己
は
自
己
を
害
し
な
い
」
に
連
な
る
も
の
、
『
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
ま
で
遡
る

　
　
「
祭
祀
に
よ
っ
て
祭
祀
を
く
べ
る
」
な
ど
が
あ
り
、
用
例
が
少
な
い
わ
り
に
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
中
古
ウ
パ
ニ
r

　
　
シ
ャ
ッ
ド
か
ら
『
ギ
ー
タ
ー
』
に
か
け
て
、
同
語
反
復
表
現
は
「
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
る
」
「
自
己
に
お
い
て
自
己
を
見
る
」
と
い
う

594　
　
　
　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
＝
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三
二

604　
　
表
現
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ガ
の
実
理
と
完
成
を
形
容
す
る
代
表
的
文
体
と
し
て
確
立
し
、
以
後
こ
の
表
現
は
本
来
持
っ
て
い
た
上
置
の
機
能

　
　
を
次
第
に
失
っ
て
、
ヨ
ー
ガ
の
文
脈
に
よ
く
現
わ
れ
る
定
型
句
と
化
し
て
い
く
。

　
　
　
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・
パ
ル
ヴ
ァ
ソ
』
は
、
同
語
反
復
表
現
を
主
に
ヨ
ー
ガ
の
実
修
・
完
成
に
関
し
て
使
用
す
る
点
で
ウ
パ
ニ
シ
ャ

　
　
ッ
ド
や
『
ギ
ー
タ
ー
』
と
変
ら
な
い
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
世
界
の
創
造
と
帰
馬
の
文
脈
で
も
し
ば
し
ば
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
用
法
は

　
　
叙
事
詩
時
代
の
新
し
い
現
象
で
は
な
く
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
や
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
時
代
に
人
々
の
関
心
が
偶
体
（
人
聞
）
の
解
脱
な
い
し

　
　
は
救
済
に
集
中
し
た
た
め
し
ば
ら
く
影
を
潜
め
て
い
た
用
法
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
隆
盛
と
と
も
に
最
高
神
に
よ
る
世
界
創
造
の
思
弁
が

　
　
発
達
す
る
中
で
復
活
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
語
反
復
表
現
は
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
サ
ネ
ー
イ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
な
ど
一
部
の
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
の
中
で
、
世
界
創

　
　
造
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
っ
て
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
語
反
復
表
現
は
存
在
す
る
も
の
の
原
状
復
帰
を
意
味
す
る
が
、
原
状
に
復
帰

　
　
す
る
の
は
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
よ
う
に
個
体
（
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
）
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
世
界
創
造
の
場
合
の
よ
う
に
自
然
界
（
マ

　
　
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
）
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
も
、
イ
ン
ド
思
想
で
は
個
体
と
自
然
界
は
相
嗣
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
方
の
原

　
　
状
復
帰
は
他
方
の
原
状
復
帰
を
同
時
に
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
同
語
反
復
表
現
は
世
界
の
創
造
に
関
し
て
も
早
く
か

　
　
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
省
代
イ
ン
ド
人
が
世
界
創
造
を
何
か
新
し
い
も
の
の
創
出
で
は
な
く
、
世
界
が
そ

　
　
の
始
源
に
回
帰
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
世
界
の
創
造
（
再
生
）
を
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
原
状
園
帰
と
呼
べ
ば
、
ヨ
ー
ガ
の
実
修
は
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
（
入
間
）
の
原
状
圏
帰
と

　
　
い
う
こ
と
が
墨
来
る
だ
ろ
う
。
異
な
る
点
は
、
マ
ク
潭
コ
ス
モ
ス
の
原
状
鳳
帰
が
終
り
の
な
い
サ
イ
ク
ル
の
中
で
永
劫
に
繰
り
返
さ
れ
る

　
　
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ガ
の
実
働
が
も
た
ら
す
原
状
嗣
帰
は
」
園
限
り
で
あ
り
、
一
度
実
現
さ
れ
る
と
再
び
も
と
に
は
戻
ら
な
い
と
こ
ろ
に

　
　
あ
る
。

　
　
　
叙
事
詩
時
代
以
降
、
神
像
礼
拝
儀
式
を
中
心
と
す
る
諸
儀
礼
を
重
視
す
る
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
が
イ
ン
ド
で
盛
ん
と
な
る
が
、
こ
こ
で
も



「
シ
ヴ
ァ
（
H
礼
拝
者
）
と
な
っ
て
シ
ヴ
ァ
を
祀
る
べ
し
」
（
鋤
く
同
げ
言
饗
鋤
爵
日
鴇
鉱
象
）
の
よ
う
に
、
「
（
最
高
神
を
）
祀
る
」
（
団
ど
）
と

い
う
意
味
の
動
詞
を
伴
っ
て
同
語
反
復
表
現
が
復
活
す
る
。
さ
ら
に
十
世
紀
頃
か
ら
南
イ
ン
ド
を
中
心
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
に
聾
す
る
宮
能
的

な
バ
ク
テ
イ
（
神
へ
の
信
愛
）
を
強
調
す
る
運
動
が
始
ま
る
と
、
今
度
は
「
〔
神
〕
自
身
が
自
己
に
よ
っ
て
自
己
（
月
仔
牛
、
牧
童
）
を

守
り
つ
つ
戯
れ
る
」
（
じ
d
薮
α
q
磐
鎮
p
℃
¢
益
彊
”
一
ρ
一
。
。
●
b
。
“
）
と
い
う
よ
う
に
、
同
語
反
復
表
現
が
神
の
自
己
遊
戯
（
翼
ヨ
9
巨
鋤
）
を
表
現
す
る
手

段
と
し
て
使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
語
反
復
表
現
に
使
わ
れ
る
動
詞
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
「
置
く
」
「
閉
じ
込
め
る
」
か
ら
古
層

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
「
（
統
覚
機
能
が
身
体
諸
機
能
に
）
入
り
込
む
」
、
ヨ
ー
ガ
の
補
修
の
文
脈
で
使
用
さ
れ
る
、
中
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

か
ら
『
ギ
ー
小
雪
』
に
か
け
て
の
「
見
る
」
「
住
す
る
」
か
ら
、
世
界
創
造
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
用
い
ら
れ
る
『
モ
ー
ク
シ
ャ
ダ
ル
マ
・

パ
ル
ヴ
ァ
ソ
』
の
「
創
出
す
る
」
、
神
像
礼
拝
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
タ
ン
ト
ラ
文
献
の
「
祀
る
（
礼
拝
す
る
）
」
か
ら
神
と
人
間
の
官
能

的
な
交
わ
り
を
強
調
す
る
バ
ク
テ
イ
宗
教
の
「
戯
れ
る
」
と
、
各
時
代
の
宗
教
形
態
を
反
映
し
て
激
し
く
変
化
し
て
い
く
が
、
原
状
回
帰

を
意
味
す
る
同
語
反
復
の
形
式
そ
の
も
の
は
、
三
雲
年
の
イ
ン
ド
宗
教
思
想
史
を
通
じ
て
変
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と

は
、
イ
ン
ド
人
の
宗
教
的
心
性
が
時
代
の
変
化
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
に
か
た
ち
を
変
え
な
が
ら
も
、
人
間
と
自
然
の
原
状
回
帰
を
希
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

す
る
本
質
に
お
い
て
は
、
一
貫
し
て
変
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
（
了
）
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〔
註
〕

（
1
）
　
本
稿
は
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
（
昭
和
六
三
年
十
一
月
三
日
）
で
発
表
し
た
「
馨
ヨ
器
弩
ヨ
倒
欝
ヨ
ー
中
世
南
イ
ン
ド
・
シ
ヴ
ァ
派
の
宗
教
儀

　
　
礼
と
そ
の
思
惟
方
法
i
」
の
内
容
に
そ
の
後
検
討
を
加
え
、
発
喪
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
文
体
的
観
点
か
ら
「
繰
り
返
し
裏
現
」
を
研
究
し
た
も
の
と
し
て
、
一
．
O
o
巳
ρ
⑦
竜
、
ミ
尋
沁
§
恥
妹
ミ
§
§
悪
臣
閑
ミ
登
累
8
縄
墨
。
閑
8
犀
。
。
・

　
　
U
Φ
①
一
ピ
×
〈
讐
類
9
ω
（
〉
ヨ
ω
9
冠
①
ヨ
6
＄
y
O
ゴ
p
。
Ψ
寓
厳
”
℃
や
ト
。
。
。
α
幽
鎗
（
O
o
ζ
冥
0
8
”
）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
Φ
o
⇒
畠
は
本
稿
で
し
ば
し

　
　
ぼ
取
り
上
げ
る
「
自
己
に
よ
っ
て
自
己
を
何
々
す
る
」
と
い
う
反
復
表
現
を
修
辞
的
な
言
い
回
し
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
『
ギ
ー
タ
ー
』
中
の
、
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
を
名
詞
と
す
る
反
復
表
現
の
用
法
を
シ
ャ
ン
カ
ラ
注
を
参
照
し
つ
つ
検
討
し
た
U
’
ぎ
σ
q
巴
互
、
、
〉
け
巳
彗
9
1
・

　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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三
四

　
　
　
欝
習
9
β
、
”
濤
ミ
ミ
§
ミ
g
§
（
O
。
自
盛
Φ
ヨ
。
直
壁
§
＜
。
ξ
ヨ
Φ
ぎ
出
。
口
。
霞
○
こ
。
ぎ
毒
Φ
。
。
Z
。
ぴ
8
．
鶏
姦
U
①
謹
お
研
㊤
も
℃
」
2
山
一
〇

　
　
　
も
、
こ
の
表
現
を
訟
σ
q
霞
Φ
o
h
呂
Φ
o
o
げ
（
℃
μ
O
Φ
）
と
見
な
し
て
い
る
。

（
3
）
　
ま
た
、
「
真
実
の
真
実
（
鐙
受
p
塁
ρ
・
。
・
暮
冨
ヨ
）
」
や
、
「
苦
行
を
行
じ
た
」
（
9
質
。
．
3
電
影
p
）
、
「
獅
子
吼
を
響
か
せ
つ
つ
」
（
臨
ぢ
冨
鵠
幾
p
鑓

　
　
　
鑑
識
《
窪
）
の
よ
う
な
同
語
反
復
蓑
現
と
共
に
、
「
〔
な
ん
じ
は
〕
ミ
ト
ラ
と
ヴ
ァ
ル
ナ
の
〔
娘
〕
イ
ラ
ー
な
り
。
猛
き
女
よ
。
猛
き
男
を
産
め

　
　
り
」
（
ゆ
〉
¢
①
冒
F
b
。
c
。
）
の
よ
う
な
、
名
詞
の
一
方
を
呼
格
と
す
る
表
翼
も
対
象
か
ら
省
い
た
。
な
お
、
ω
箕
奉
ω
く
p
ω
警
巻
ヨ
に
つ
い
て
は
、
鳳
雪
二
ω

　
　
　
○
Φ
ユ
Φ
鮮
．
．
N
餌
ヨ
餌
三
田
陣
ω
魯
魯
》
畠
島
μ
呂
叛
く
Φ
絶
壁
＾
§
σ
q
ω
蔓
震
ω
怨
墜
塁
塞
的
ミ
受
貸
ミ
、
畠
の
芝
p
町
Φ
α
①
ω
乏
鋤
訂
2
．
u
、
象
Φ
ρ
鼠
g
Φ
。
。
器
嵩

　
　
　
自
誓
≦
鋤
胃
2
、
．
、
、
醜
美
§
鷺
曾
ミ
ミ
鳴
譜
℃
・
し
q
亀
ミ
営
、
§
N
餌
ぎ
§
翠
～
皆
§
、
珍
書
§
ミ
ミ
、
鷺
㌔
♪
ミ
ミ
8
魯
ミ
助
ミ
・
ミ
恥
、
ミ
ぎ
、
ミ
き
艦
ミ
§
h
●

　
　
　
冒
冨
鶉
贔
お
ω
8
霧
陣
ω
参
照
。

（
4
）
　
同
語
を
反
復
す
る
文
例
は
一
一
〇
例
を
超
え
る
が
、
そ
の
中
か
ら
本
文
留
頭
に
述
べ
た
定
義
に
含
致
す
る
も
の
を
抽
出
す
る
と
五
四
例
と
な
る
。

　
　
　
対
象
か
ら
除
外
し
た
同
語
反
復
表
現
の
個
所
を
、
絹
法
の
違
い
に
も
と
づ
い
て
分
類
し
、
聡
い
ら
れ
る
名
詞
と
と
も
に
以
下
に
列
挙
す
る
。
e
カ

　
　
　
ル
マ
（
行
為
）
や
人
と
の
交
わ
り
に
関
す
る
も
の
一
一
。
。
伊
お
（
2
ぴ
冨
ン
一
。
。
①
面
高
（
o
碧
9
ン
b
。
鰹
ひ
（
言
葉
ン
b
。
“
O
．
ω
浮
（
℃
ξ
養
）
b
“
①
■
ω
謡
（
「
習
曽
ン

　
　
　
ト
。
c
。
ρ
卜
。
o
。
（
く
蔵
珪
ミ
く
琶
象
目
一
）
』
。
。
ρ
も
。
o
只
毘
蕾
y
b
。
o
①
．
b
。
只
冨
損
な
三
舞
ぎ
§
鋤
コ
ン
ト
。
⑩
Φ
’
鴇
p
（
2
鼠
茎
＼
〈
嵐
二
q
掛
銭
汚
毒
雪
ン
ト
。
①
①
「
・
。
Φ
σ

　
　
　
（
び
猛
警
ミ
ぎ
象
三
§
酵
y
卜
。
Φ
①
幽
・
。
①
。
（
ヨ
爵
運
く
ぎ
鼻
瞥
巳
冨
§
窪
y
8
①
蛇
呂
（
⇒
一
石
σ
q
塾
茜
§
雪
＼
三
《
£
暮
ヨ
磐
）
順
b
。
り
。
蛇
。
（
〈
ぎ
。
蚕
護
＼

　
　
　
く
ぎ
。
冨
p
ン
ト
。
o
o
』
。
。
玖
診
。
一
冨
垂
髪
＼
診
＆
”
8
。
。
』
。
。
。
α
（
く
冒
p
螺
ヨ
雪
y
b
。
⑩
①
』
ぎ
σ
（
冨
く
匿
＼
冨
毒
毎
ヨ
睾
ン
邸
Φ
①
b
o
鼠
（
ω
く
讐
雪
窪
ミ

　
　
　
ω
く
纂
餌
餌
鍵
簿
く
9
ソ
⇔
殺
気
や
状
能
陥
の
繰
り
返
し
に
欝
及
す
る
も
の
一
中
A
．
も
。
鋤
（
墨
跡
び
三
隅
窃
鋤
）
u
嵩
・
r
ω
び
（
｛
〈
δ
超
）
’
H
濠
●
G
。
o
（
葭
葺
p
＼
℃
窮
ヨ
嘗
跨
）
輸

　
　
　
　
異
い
．
愈
（
¢
欝
浮
く
鋤
）
サ
寒
い
・
参
（
ω
毒
蹟
鋤
）
サ
ミ
匙
掃
）
（
ω
舞
冨
ン
ミ
O
・
窃
（
9
騨
ン
同
Φ
課
各
…
品
⇔
）
”
お
頓
．
辰
（
奪
讐
y
・
。
8
・
お
（
山
①
冨
）
”
卜
。
の
器
ω
ぴ

　
　
　
（
鳥
Φ
西
土
y
卜
p
①
メ
も
。
ω
自
（
α
q
醤
p
ρ
y
節
。
。
O
い
い
σ
（
σ
q
讐
p
・
y
卜
δ
㊤
卜
。
μ
（
儀
Φ
7
9
ン
b
∂
霧
■
塾
δ
《
倉
出
”
）
匂
b
σ
り
胡
b
①
（
す
鵠
9
）
・
⇔
あ
る
も
の
か
ら
そ
れ
と
困
じ
も
の
が
発
生
す

　
　
　
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
i
b
。
F
ω
。
。
（
p
ξ
曽
ン
ひ
。
誤
b
o
（
一
⊆
9
｝
多
ン
ト
。
綴
b
q
（
鶏
ヨ
節
）
’
b
ρ
り
ω
頓
ひ
。
騨
（
防
塞
く
葦
y
卜
。
の
ω
．
器
び
（
ぎ
今
ぐ
鋤
y
器
ω
。
ω
b
。
o
（
α
o
冨
ン

　
　
　
笛
Φ
ω
幽
ω
じ
。
鳥
（
σ
圃
冒
）
”
ω
ミ
．
⑩
（
α
離
ケ
一
島
9
）
．
⑳
最
上
級
な
い
し
は
程
度
の
高
い
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
l
b
。
蕊
・
い
。
ω
（
冨
錯
）
．
卜
。
8
。
㎝
O
（
3
窪
く
曽
）
”
。
。
0
9
0
Q
。

　
　
　
（
0
9
円
鋤
）
．
㈲
そ
の
他
一
一
Q
。
い
。
篇
0
（
自
門
く
9
p
ン
お
吋
」
卜
σ
卜
。
（
黛
・
ヨ
馨
9
）
”
b
◎
O
G
。
』
《
臼
賢
p
）
”
b
δ
昏
。
ピ
δ
（
弩
里
雪
）
”
N
ω
膳
面
卜
⊃
o
（
瓜
累
歳
俄
鴛
ン
も
。
ω
み
昏
⊃
b
。
鑑
（
ω
p
く
奉
y

　
　
　
b
。
・
賢
路
（
鈴
巴
毒
y
鱒
巽
ω
。
。
（
三
二
霊
鷲
ン
b
。
①
磨
鳶
（
津
¢
y
b
。
8
．
㎝
留
（
σ
q
琶
ミ
鐙
雪
国
鋤
g
ン
ト
。
㊤
ρ
ま
只
焦
。
超
益
8
p
婁
p
）
糟
諺
P
ま
。
（
（
冨
ε
＼
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冨
ε
紗
＄
）
》
卜
⊃
O
ρ
ま
鳥
（
・
葺
四
y
。
。
O
。
。
≒
（
養
砥
巳
ン
G
。
O
。
。
・
H
。
。
（
穿
鋤
毒
ン
無
。
。
・
器
（
鼠
α
q
。
）
”
三
遍
ω
（
《
q
ξ
帥
）
．

（
5
）
　
こ
の
場
合
、
奪
格
の
「
ア
ー
ト
マ
ン
」
（
馨
ヨ
雪
卿
）
を
「
自
ら
」
（
副
詞
的
用
法
）
と
と
り
、
弩
ヨ
倒
蕎
ヨ
弩
ヨ
雪
鋤
を
「
自
ら
自
己
を
」
と
訳

　
　
す
こ
と
も
勿
論
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
訳
す
と
同
語
反
復
で
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
「
自
ら
自
己
に
よ
り
自
己
を
」
（
。
h
．
ρ
曽
ヒ
ご
ず
O

　
　
δ
．
辰
♪
鼠
し
σ
三
卜
。
．
ω
。
。
㎝
．
お
山
）
の
よ
う
な
言
い
方
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
語
反
復
は
ひ
と
つ
の
蓑
現
形
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
観

　
　
点
か
ら
本
稿
で
は
同
語
反
復
の
文
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
意
味
で
、
弩
B
似
滋
ヨ
馨
ヨ
p
鼠
を
一
貫
し
て
「
自
己
に
よ
っ
て
自
己
を
」
と
訳

　
　
し
た
。

（
6
）
　
冒
脅
ぞ
曽
（
お
9
置
σ
）
り
び
信
α
儀
三
（
6
①
い
鷺
ン
伍
舞
紗
箒
p
（
一
8
b
注
）
”
搾
鐵
p
（
b
。
卜
ρ
9
b
⊃
り
）
鰯
9
1
搾
倒
鐙
（
躇
Q
。
面
ω
）
》
ω
胃
苺
（
悼
ω
b
の
菌
。
。
①
h
y
　
叶
①
す
ω
（
沁
お
・
⑩
ン

　
　
冨
喜
塁
鋤
（
b
◎
①
一
」
Q
◎
）
》
葦
敏
p
ユ
（
卜
。
①
郵
。
。
）
鳩
ω
p
ユ
菖
爵
（
ω
O
Q
。
μ
①
）
”
α
魯
犀
冨
（
ω
§
Φ
）
蟻
O
薮
彦
p
。
（
ω
ω
①
．
瞬
ン
艮
頗
巷
四
（
ω
ω
○
。
．
卜
。
㎝
）
●

（
7
）
Ω
」
卜
⊃
■
這
b
。
”
ρ
ヨ
暮
暮
く
鋤
。
＆
毒
誉
p
日
℃
鼠
営
菩
簿
凶
び
げ
⇔
8
巴
鼠
欝
9
〈
倒
三
ζ
聾
ユ
娼
①
「
卜
。
O
；
巴
鋤
ぎ
p
鼠
§
習
鋤
愚
窪
野
口
鵡
鼠
鼠
ぎ
蘭

　
　
び
ぽ
9
＜
帥
鉾
O
h
■
巴
ω
O
羅
鋤
洋
ユ
q
卜
⊃
．
合
①
◆
b
σ
一
》
O
b
o
Q
”
メ
野

（
8
）
　
「
あ
る
も
の
と
な
っ
て
そ
の
も
の
に
心
入
す
る
」
に
類
す
る
蓑
現
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
の
中
に
も
見
ら

　
　
れ
る
。
「
汲
み
上
げ
を
献
供
す
る
（
α
q
笹
瀕
p
甘
げ
。
ε
の
は
一
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
神
々
が
神
々
に
向
う
。
」
（
↓
譲
．
餅
ド
ω
）
「
プ
ラ
フ

　
　
マ
ソ
そ
の
も
の
と
な
っ
て
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
内
入
す
る
。
」
（
b
u
》
¢
餅
曲
①
．
〉
一
の
O
　
↓
》
b
O
b
陰
㎝
）
「
実
に
、
最
も
富
め
る
も
の
（
毒
ω
黒
鼠
）
を
知
る

　
　
も
の
は
、
戸
倉
た
ち
（
ω
＜
曽
）
に
と
っ
て
最
も
富
め
る
も
の
と
な
る
。
」
（
O
犀
¢
α
●
困
b
。
掌
○
臨
．
O
ず
d
9
ド
H
（
旨
窃
嘗
ρ
包
含
霧
笛
）
）
「
こ
の
よ
う
に
、
こ

　
　
れ
ら
が
縁
者
（
び
§
α
冨
）
で
あ
る
こ
と
を
知
る
も
の
は
、
縁
者
を
も
つ
も
の
と
な
る
。
」
（
↓
し
d
卜
。
．
G
。
．
目
．
b
。
）
「
実
に
、
安
立
所
（
碧
簿
四
舜
）
を
知

　
　
る
も
の
は
、
春
族
た
ち
に
と
っ
て
の
安
立
所
と
な
る
。
」
（
0
『
¢
㎝
■
卜
。
■
9
0
い
日
し
d
b
。
■
ω
菌
．
b
。
●
）
「
ブ
ラ
フ
マ
ソ
を
知
っ
て
、
人
は
ブ
ラ
フ
マ
ソ
に
向
う

　
　
（
P
げ
げ
同
℃
村
国
一
け
一
）
。
」
（
綬
小
爪
回
ω
．
繕
）
人
は
念
想
（
ξ
器
－
）
し
た
そ
の
対
象
に
到
達
す
る
い
う
観
念
が
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、

　
　
こ
の
観
念
も
「
同
じ
も
の
は
同
じ
も
の
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
観
念
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
「
か
く
知
っ
て
こ
の
よ
う
に
念
想
す

　
　
る
（
自
冨
ω
審
）
も
の
は
、
神
（
α
①
〈
鋤
）
と
な
っ
て
神
々
に
西
入
す
る
（
9
鵠
①
ε
。
」
（
ゆ
＞
d
野
心
b
。
●
O
や
O
げ
d
メ
野
ω
讐
メ
㎝
．
ω
”
S
o
。
。
H
勢
鶉
ρ
）
一
更
に
、

　
　
中
世
シ
ヴ
ァ
教
の
一
派
シ
ャ
イ
ヴ
ァ
・
シ
ッ
ダ
ー
ソ
ダ
派
も
、
神
像
を
崇
拝
す
る
条
件
と
し
て
先
ず
礼
拝
者
が
シ
ヴ
ァ
そ
の
も
の
と
な
る
こ
と
を

　
　
重
視
し
て
い
る
。
　
「
シ
ヴ
ァ
と
な
っ
て
シ
ヴ
ァ
を
認
る
べ
し
（
温
く
目
び
菖
冨
蜂
奉
ぢ
冨
蒼
）
。
」
「
シ
ヴ
ァ
で
な
い
も
の
は
、
シ
ヴ
ァ
を
祀
る
べ
か

　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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哲
瀞
ず
研
網
九
　
晶
弟
五
｝
臼
五
十
－
七
口
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
六

　
　
ら
ず
（
滋
訟
く
黒
鼠
毒
ヨ
麟
。
8
醇
。
け
）
。
」
（
古
律
曾
Φ
野
§
器
旨
い
9
冨
轟
”
ω
o
ヨ
駄
p
ヨ
げ
ず
ξ
巴
穿
p
芦
。
鉱
噂
や
お
ρ
P
ω
・
℃
o
薮
凶
。
沫
蔓
搭
①
ω
●
）

（
9
）
　
本
文
冒
頭
に
述
べ
た
定
義
に
合
致
す
る
が
、
本
文
で
言
及
し
な
か
っ
た
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
。
「
大
王
よ
、
ヨ
ー
ガ
を
知
る
〔
ス
ラ
バ
ー
〕

　
　
　
（
女
性
名
）
は
、
〔
自
ら
の
〕
精
魂
（
ω
魯
零
自
。
）
に
よ
っ
て
〔
彼
の
〕
精
魂
に
入
り
込
ん
だ
（
℃
諺
託
く
。
紗
）
」
（
ω
O
o
。
．
嵩
。
鳥
）
は
、
ヨ
ー
ガ
修
得
に
よ

　
　
　
る
超
自
然
力
の
発
揮
を
表
現
し
て
い
る
。
「
清
浄
で
力
あ
る
（
鷲
拶
σ
『
¢
）
〔
神
〕
は
、
自
己
に
よ
っ
て
最
高
の
自
己
を
運
ぶ
」
（
卜
。
㊤
ρ
謡
。
鳥
）
は
、

　
　
　
神
が
完
成
し
た
知
識
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
自
己
に
よ
り
自
己
を
見
る
こ
と
は
ア
…
ト
マ
ソ
の
み
の
能
力
で
あ
り
、
耳
漏
の
感
官
や
理

　
　
　
性
（
σ
＆
篇
三
）
に
は
そ
の
よ
う
な
能
力
は
な
い
。
（
6
9
9
お
①
・
濠
）
た
だ
し
、
「
な
ぜ
な
ら
、
心
（
ヨ
雪
9
。
ω
）
は
心
に
よ
っ
て
、
見
る
こ
と

　
　
　
（
α
p
誌
曽
謬
9
）
は
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
る
（
ひ
q
鐵
ξ
p
ヨ
）
。
」
（
お
Φ
』
胤
a
）
と
あ
り
、
埋
門
p
の
と
α
母
愛
妻
に
そ
の
能
力
が
あ
る
か
の

　
　
　
よ
う
に
と
れ
る
衰
現
も
あ
る
。
ま
た
、
少
し
変
っ
た
例
と
し
て
は
、
「
自
己
に
よ
り
他
な
ら
ぬ
自
己
に
お
い
て
生
じ
、
自
己
に
住
す
る
私
は
、
た

　
　
　
と
え
子
孫
が
な
く
と
も
、
宿
己
に
お
い
て
生
ず
る
だ
ろ
う
。
子
孫
が
私
を
救
う
こ
と
は
な
い
」
（
一
①
9
ω
6
と
い
う
の
が
あ
る
。

（
－
o
）
参
照
し
た
ウ
パ
鵡
シ
ヤ
ッ
ド
は
、
じ
ご
湯
銭
鍵
鋤
ミ
p
。
訂
（
決
碧
奉
N
，
Φ
8
琶
魯
）
（
叢
雲
し
d
詞
¢
y
o
穿
鋤
乱
。
σ
q
捧
（
o
芭
y
↓
鷺
昏
圃
葦
（
↓
q
y

　
　
　
囚
薗
環
感
謝
巴
瓜
－
じ
ご
聴
魅
ρ
ヨ
拶
鄭
9
（
禁
ゆ
d
）
過
》
騨
9
門
。
嗜
曽
（
》
G
）
”
西
脇
9
（
圃
¢
）
”
困
。
雛
斜
溶
p
け
一
一
9
讐
嗣
≦
雲
霞
詑
唱
戸
戸
一
員
p
”
］
≦
償
切
“
p
ド
♪
協
＜
o
鍼
熱
く
麟
3
け
跨
円
鋤
（
砂
く
¢
）
鷲

　
　
　
り
両
P
げ
似
二
麟
機
鋤
傾
曽
眉
曽
　
（
竃
Z
d
「
）
・

（
1
1
）
　
本
文
冒
頭
蔀
に
述
べ
た
定
義
に
も
と
づ
き
、
以
下
の
同
語
反
復
表
舞
は
検
討
の
対
象
か
ら
省
い
た
。
ゆ
》
¢
ω
．
P
お
（
窟
塁
ρ
鼠
冨
）
〔
カ
ル

　
　
　
マ
〕
…
ゆ
》
¢
臥
一
嵩
』
O
（
ヨ
買
受
鴬
）
”
内
聞
二
念
・
一
ρ
二
（
ヨ
篇
楼
鴬
）
〔
繰
り
返
し
〕
…
b
d
＞
⇔
O
■
剃
b
G
。
（
く
冒
9
）
〔
同
類
発
生
〕
；
以
客
圃
ρ
勢
タ
掛
（
診
象
亀
ン
竃
9
。
津
二

　
　
　
①
◆
ω
《
拶
ひ
碕
巳
”
く
く
。
ヨ
⇔
♪
碧
9
。
・
）
〔
区
溺
が
つ
か
な
い
た
と
え
〕
…
そ
の
他
　
　
Ω
と
野
ピ
ト
⊃
（
ご
曽
ヨ
ω
P
）
旧
刈
b
亟
．
卜
⊃
（
雪
饗
ン
G
。
り
ど
b
。
（
窪
2
μ
斜
ω
㌶
ヨ
ρ

　
　
　
℃
鋤
二
く
潔
白
弼
9
y
G
◎
μ
ρ
膳
（
o
o
黙
認
ヨ
《
鋤
＼
加
聴
鋤
ヨ
拶
）
…
語
詞
¢
①
■
笛
μ
膳
（
p
⊃
σ
q
瓢
詑
ω
P
ヨ
一
巳
ご
創
7
⇔
ヨ
2
9
彗
鼠
ρ
簿
詩
σ
q
田
村
♪
く
一
Q
α
O
ず
β
一
3
臼
q
9
）
旧
H
ハ
b
d
畷
鱒
μ
切
（
一
p
α
醜
ぐ
9
）
…

　
　
　
函
暮
隔
毒
ひ
♪
．
頓
（
鋤
民
需
y
b
。
』
り
（
M
強
引
）
…
閃
く
ご
5
。
■
嵩
（
・
日
暮
零
鋤
）
．
O
h
O
7
ζ
b
。
」
0
6
（
一
腰
饗
）
（
形
容
詞
饗
筍
を
介
し
て
）
〔
程
度
の
高
さ
〕
嚇
巳
自
・
o

　
　
　
譲
P
騨
甑
0
。
刈
（
餌
齢
欝
登
ひ
嵩
O
（
－
⇒
O
讐
”
）
ひ
ヨ
餌
P
O
什
9
ー
ヨ
噌
ほ
鋤
開
び
嘱
⇔
ケ
）
．

（
2
王
）
　
O
捗
丙
ζ
ご
¢
ω
・
ω
ω
ρ
Φ
切
鋤
　
唱
門
9
1
彊
勲
　
Φ
く
鋤
　
℃
巴
9
一
ぴ
鋤
酔
ヨ
O
伍
P
召
　
偽
跨
『
一
戦
P
揖
　
勺
曽
ユ
σ
q
犠
国
賓
O
霧
7
蝕
0
9
δ
網
鋤
二
…
》
¢
α
娯
ω
鋤
　
Φ
梓
O
欝
P
　
ロ
円
餌
軸
ぴ
Φ
霊
9
1
け
ヨ
跨
鵠
麟
u
α
ヨ
餌
一

　
　
　
δ
騨
鋤
α
信
梓
搾
『
舞
ヨ
《
陣
ヨ
鐸
切
込
卿
昌
ω
く
曽
『
α
q
㊦
一
〇
搾
O
ω
9
贋
く
一
つ
　
評
凱
ヨ
餅
類
　
9
1
0
什
く
鯛
ヨ
欝
9
ヴ
　
ω
⇔
ヨ
9
げ
ご
9
く
⇔
け
…
　
紛
費
ご
内
7
詞
G
Q
袖
　
ω
帥
　
口
答
搾
触
麟
ヨ
帥
路
昌
　
O
＜
P
謬
舞
ヨ

　
　
　
餌
砺
P
昌
搬
拶
三
層
円
9
一
5
1
鱗
酔
ヨ
餅
コ
ρ
ヨ
9
げ
ず
一
ω
傍
ρ
傷
弓
⇔
鳥
団
⇔
叶
Φ
く
ご
餌
7
節
鋳
梓
鋤
履
野
鼠
伍
9
間
げ
雛
ハ
雪
雲
ゆ
〉
一
ω
O
O
7
頓
①
・
ω
■
N
ω
…
①
．
一
ピ
一
（
旨
く
9
一
梓
ヨ
9
コ
）
。
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（
1
3
）
　
古
層
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
現
わ
れ
る
用
例
の
う
ち
、
サ
ソ
ヒ
タ
ー
や
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
か
ら
の
借
用
な
い
し
は
模
倣
は
六
例
（
す
べ
て
『
タ
イ
ツ

　
　
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
6
¢
ド
S
押
ω
縫
（
同
語
反
復
表
現
二
例
）
、
ω
「
G
。
（
同
語
反
復
裏
現
計
二
例
）
、
ω
b
、
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
と
共
通
す

　
　
る
も
の
は
七
例
（
b
d
回
q
ド
県
卜
。
G
。
（
o
や
⑩
習
欝
詞
お
．
一
y
閑
ゆ
q
F
b
。
O
（
－
－
齢
渉
冠
詞
①
．
卜
。
9
周
語
反
復
表
現
計
五
例
）
、
〉
¢
蒔
只
陸
》
訥
P
α
b
）
。

（
1
4
）
　
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
の
文
体
と
思
考
法
に
関
し
て
は
、
○
一
号
暮
Φ
農
u
N
ミ
Q
8
ら
ミ
ミ
牒
降
職
ミ
ミ
§
ミ
三
関
§
、
こ
。
。
♪
Φ
ω
㌘
唱
三
ω
山
O
、

　
　
永
ノ
尾
信
悟
「
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
に
見
ら
れ
る
思
考
法
」
岩
波
講
座
・
東
洋
思
想
第
七
巻
『
イ
ン
ド
思
想
三
』
（
三
〇
i
四
八
頁
）
（
岩
波
書

　
　
店
・
平
成
元
年
）
参
照
。

（
1
5
）
　
本
文
冒
頭
部
に
述
べ
た
定
義
に
も
と
づ
い
て
、
以
下
の
同
語
反
復
表
現
は
検
討
の
対
象
か
ら
省
い
た
。
同
類
発
生
を
意
味
す
る
も
の
一
蒔

　
　
9
メ
目
（
什
Φ
智
の
）
噂
メ
膳
’
轡
一
（
餌
ヨ
慧
避
p
。
0
9
び
讐
p
O
無
碍
き
矯
ヨ
節
⇒
犀
薯
ρ
。
矯
斡
α
q
鼠
ン
メ
蒔
．
一
一
（
弱
震
馨
四
）
ρ
ド
ド
ト
。
雨
（
鴇
p
㎞
鍵
）
讐
一
．
ω
’
一
b
。
一
（
望
四
甘
鋤
）
〕
◎
そ
の

　
　
他
ー
ド
①
・
駆
画
（
8
巴
葺
鋤
℃
9
ω
）
し
P
曲
＝
（
鈴
口
雪
y
旨
■
曽
ω
●
に
（
効
び
三
目
磐
ρ
や
誘
骨
二
四
ソ

（
1
6
）
　
一
〇
動
詞
自
謹
騨
お
雪
鼠
碁
鑑
暮
匂
鋤
自
室
”
饗
馳
費
目
び
F
，
。
口
¢
℃
建
ω
p
・
昌
α
q
啓
開
ロ
お
町
同
．

（
1
7
）
§
ミ
娚
織
に
つ
い
て
は
、
い
．
幻
①
⇔
o
～
．
．
＜
上
巳
ρ
自
Φ
特
ミ
旨
旨
㌦
”
ト
N
、
膳
（
一
㊤
①
O
）
噂
Z
如
甲
ω
”
℃
や
δ
ヤ
一
一
〇
参
照
。

（
1
8
）
　
「
様
態
（
慈
冨
）
に
よ
っ
て
様
態
に
近
付
く
」
（
日
ω
9
0
．
一
・
卜
。
…
＜
ω
メ
台
（
い
じ
u
野
ω
眞
．
瞑
）
）
と
い
う
表
現
も
あ
る
。
注
（
8
）
も
参
照
。
さ
ら
に
、

　
　
「
鹿
獣
に
よ
っ
て
鹿
獣
の
、
鳥
に
よ
っ
て
鳥
の
、
象
に
よ
っ
て
象
の
捕
獲
が
あ
る
よ
う
に
、
知
識
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
（
岩
Φ
唄
⇔
B
）
は

　
　
把
捉
さ
れ
る
。
ま
こ
と
に
、
蛇
の
み
が
蛇
の
足
を
見
る
と
い
う
の
が
世
の
た
と
え
で
あ
る
。
同
様
に
、
身
体
に
お
い
て
身
体
に
存
す
る
も
の
を
、

　
　
知
識
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
〔
人
は
〕
見
る
。
」
（
護
し
u
三
目
⊃
・
お
9
欝
山
ω
）

（
1
9
）
　
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
で
二
切
」
（
ω
母
く
p
）
は
、
数
量
的
な
意
味
で
の
「
全
体
」
（
鋤
ε
で
は
な
く
、
「
統
一
の
あ
る
集
合
体
」
（
8
3
囲
）
を
意
味
し

　
　
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
世
界
全
体
か
ら
見
れ
ば
い
か
に
小
さ
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、
四
肢
を
完
全
に
備
え
た
人
間
の
身
体
は
そ
れ
自
体
「
一
切
」

　
　
と
形
容
さ
れ
る
に
相
応
し
い
。
詳
し
く
は
、
匂
・
O
§
α
。
・
㌦
へ
幻
墨
Φ
o
鉱
O
易
8
恥
ミ
ミ
ー
甘
く
Φ
象
O
日
Φ
蓉
ω
・
、
、
奪
ミ
§
卜
§
偽
ミ
リ
畿
覇
一
①
（
一
Φ
誤
y

　
　
O
冨
暮
霧
旨
凄
慧
一
＄
＜
o
ご
彗
①
℃
や
。
。
ω
－
O
。
。
参
照
。

（
2
0
）
　
Ω
●
寓
ω
一
甲
δ
雨
く
p
。
8
魯
訂
一
切
餌
く
碧
9
弱
毒
く
鷺
鋤
日
呂
苫
。
一
団
簿
ヨ
9
1
寓
く
母
菩
’
O
h
．
p
。
匿
。
野
。
。
・
叔
”
心
e
①
幽
①
…
〆
ω
一
一
■
b
⊃
脚
日
b
ご
G
。
●
一
ト
⊃
●
㎝
’
8

　
　
↓
》
b
σ
画
①
隣
　
N
■
一
Q
o
．
H
．

　
　
　
　
　
　
輸

　
　
　
同
語
反
復
表
現
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
思
惟
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
八

（
2
1
）
　
「
カ
タ
チ
」
に
相
当
す
る
も
の
は
、
「
様
態
」
（
重
窓
）
の
語
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
（
ω
．
。
。
．
ω
曜
。
。
”
ω
。
駆
．
一
●
P
δ
”
㎝
．
劇
・
栢
山
℃
①
ψ
置
ρ
ミ

　
　
鷺
悪
闘
ミ
）
、
「
身
体
」
（
診
瓜
毒
）
（
G
。
b
。
φ
N
。
。
．
9
卜
。
沁
⑨
G
。
蜂
叔
．
さ
。
）
、
「
形
躯
」
（
仲
①
呂
）
（
ω
φ
G
。
．
。
。
．
G
。
■
9
。
。
・
b
。
押
ω
．
。
。
ゆ
H
●
一
ω
”
9
N
。
。
．
Φ
）
、
「
名
前
」
（
鼠
ヨ
動
）

　
　
（
¢
o
・
刈
．
歴
頓
）
、
「
精
子
」
（
話
3
ω
）
（
卜
。
．
歴
歴
伊
卜
⊃
陰
日
。
．
ω
沁
c
o
讐
b
σ
斡
心
μ
伊
O
瞥
ρ
）
、
「
模
像
」
（
嘗
⇔
ぼ
ヨ
麟
）
（
謡
ゆ
野
c
o
．
ω
塗
）
、
「
し
る
し
」
（
す
開
超
担
）
（
ド
刈
．
卜
。
μ
Φ
）
、

　
　
「
同
毛
」
（
ω
巴
。
ヨ
帥
）
（
b
。
’
歴
卜
。
b
、
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
（
弩
ヨ
雪
）
（
卜
。
畠
b
。
冒
ピ
お
山
伊
ω
φ
卜
。
．
。
。
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ア
グ
ニ
チ
ャ
ヤ

　
　
ナ
祭
を
扱
う
個
所
で
は
大
祭
壇
が
祭
主
の
神
的
な
身
体
と
見
な
さ
れ
、
こ
れ
が
普
通
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
の
語
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
鴇
ヨ
三
厩
訂
《
p
謡
は
、
「
く
っ
つ
け
る
」
（
8
輔
。
凶
♪
肖
α
q
σ
q
9
ぎ
σ
q
）
「
結
び
合
わ
す
」
（
8
螺
謬
淳
ρ
際
鉱
山
）
「
成
功
さ
せ
る
」
（
8
3
器
Φ
8

　
　
ω
9
8
①
9
U
信
ヨ
。
暮
）
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
力
を
意
味
す
る
語
を
具
格
で
伴
っ
て
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

　
　
の
動
詞
は
内
実
が
枯
渇
し
て
い
る
も
の
に
力
、
家
蕾
、
よ
い
性
質
、
神
格
（
住
。
＜
鋤
萄
）
な
ど
を
付
与
し
て
活
性
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解

　
　
す
る
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
O
h
卜
◎
。
目
．
一
河
b
。
・
ド
ド
G
。
矯
N
．
ピ
日
毎
も
。
◎
一
目
◎
ω
幽
ピ
。
。
．
刈
匂
ω
●
蒔
．
ド
δ
”
ω
．
伊
b
。
レ
μ
ω
「
Q
。
’
卜
。
・
嵩
”
Q
。
・
ρ
里
謡
餅
ド
駆
”
Q
。
”
腿
●
卜
。
■
歴
H
潟

　
　
駆
■
c
Q
．
卜
⊃
」
ρ
一
ど
メ
切
ト
G
。
”
H
卜
」
「
刈
．
ω
b
b
o
順
這
・
Q
。
ウ
一
N
お
◆
Q
◎
ト
冷
δ
．
一
．
一
ど
お
’
財
卜
Q
9
ω
”
お
■
b
っ
⇔
一
〇
◎
”
困
P
お
』
’
①
．
o
◎
噛
お
．
b
o
●
唇
側
ρ
一
一
矯
お
陰
ω
“
0
．
日
お
ト
歴
一
ρ

　
　
簿
ρ

（
2
3
）
　
動
詞
「
集
め
る
」
（
ω
p
9
σ
帯
）
は
シ
ュ
ラ
ウ
タ
。
ス
ー
ト
ラ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
祭
式
を
行
な
う
た
め
の
も
ろ
も
ろ
の
祭
具
や
供
物
材
料
を
準
備

　
　
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
ブ
ラ
…
フ
マ
ナ
の
思
弁
で
は
、
そ
れ
と
硬
直
に
、
そ
の
よ
う
な
準
備
行
為
が
祭
紀
に
諸
藩
（
ソ
ー
マ
、
精
力
、
食
、

　
　
家
畜
、
神
格
な
ど
）
を
回
復
し
、
祭
紀
を
も
と
の
完
全
な
状
態
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
O
h
．
ど
9
駆
・
ρ
い
①
「
《
H
斜
鉾
ピ
H
製
ω
．
邸
・

　
　
卜
。
勧
ρ
㎝
．
ω
．
・
晒
ト
？
い
躯
’
鮒
①
’
治
い
．
？
Q
◎
讐
一
ρ
μ
ど
一
．
グ
一
ρ
①
幽
G
。
．
b
o
・
メ
9
一
．
一
b
℃
メ
に
ト
も
δ
．
鮒
0
8
●

（
2
4
）
　
「
節
」
と
「
簾
」
を
動
詞
「
為
す
」
（
騨
唱
）
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
次
の
様
な
例
も
あ
る
。
解
釈
の
仕
方
、
等
醗
の
理
由
が
明
瞭
で
は
な
い
が
、
ア

　
　
グ
ニ
チ
ャ
ヤ
ナ
祭
で
祭
壇
を
構
築
す
る
際
に
、
満
月
後
八
塗
盆
（
塁
欝
脚
餅
）
に
ウ
カ
ー
祭
器
（
巳
霊
獣
）
が
準
備
…
さ
れ
る
理
由
を
述
べ
て
、
「
八
日

過
　
〔
に
鍋
を
準
傭
す
る
こ
と
〕
に
つ
い
て
i
八
碍
は
す
な
わ
ち
歳
の
飾
（
唱
鴛
く
磐
）
。
鍋
は
火
の
節
。
つ
ま
り
、
節
（
嚢
第
八
日
）
に
お
い
て
節

　
　
（
馨
鍋
の
準
鶴
）
を
行
な
う
（
冨
円
。
鉱
）
。
」
（
O
幽
卜
。
・
卜
。
●
い
。
6

（
2
5
）
　
本
文
冨
頭
部
の
憲
義
に
合
致
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
本
文
中
で
言
及
し
な
か
っ
た
網
倉
反
復
衷
心
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
り
⇔
．
恥
騨
お
（
馨
ヨ
窪
y

　
　
日
ρ
も
。
．
b
。
b
（
唄
3
聾
餌
）
尽
職
労
く
・
δ
■
8
．
δ
呂
鴇
二
■
伊
ρ
Φ
（
伽
巳
窪
穣
ω
o
B
自
。
）
”
訟
・
ζ
。
b
蔦
O
（
く
鋤
。
y
一
一
齢
伊
⑩
．
訟
（
ω
o
B
帥
）
〔
黛
職
く
ω
G
。
。
お
〕
し
ト
。
．
Q
。
．
ω
b
Φ
（
9
く
鋤



　
　
（
唱
じ
〔
ミ
＜
ω
b
。
ρ
賦
y
H
。
。
．
卜
、
’
・
。
■
只
饗
甘
餌
）
い
お
頓
・
一
・
只
Φ
訂
く
ξ
総
）
．

　
　
　
ち
な
み
に
、
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
を
反
復
す
る
呼
塩
は
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
以
前
の
文
献
に
は
わ
ず
か
九
例
し
か
見
当
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
の
三
例
は

　
　
母
胎
の
中
の
胎
児
の
状
態
を
連
想
さ
せ
る
意
味
合
い
を
伴
っ
て
い
る
。
（
↓
ω
0
幽
ω
幽
メ
四
竃
ω
ω
．
9
c
。
”
閑
ω
卜
。
①
．
Φ
◎
O
瞥
〉
＞
b
σ
．
ω
．
刈
”
9
1
汁
平
田
ロ
鋤
B
餌
ヨ
蕊
ヨ
似

　
　
弩
B
雪
Φ
ω
ρ
B
鴇
契
8
0
冨
譲
●
）
こ
の
他
に
「
ア
ー
ト
マ
ソ
」
を
反
復
す
る
用
例
と
し
て
、
》
切
9
。
。
b
。
旨
巨
費
ヨ
磐
韓
ヨ
9
鋤
桓
ω
p
ぢ
α
9
α
ξ
似
汁
…
…

　
　
紛
算
蕊
ユ
器
響
舞
邑
鵡
汁
露
⇒
琶
議
す
同
饗
…
…
↓
切
。
。
・
誤
．
冨
ぎ
倒
冨
§
〈
弾
羅
⇒
Φ
…
↓
ω
G
。
．
H
9
。
。
b
結
露
舞
、
似
ぎ
9
巳
盆
3
汗

　
　
O
ε
象
冨
巨
岩
．
困
Q
。
賢
聖
9
1
昌
理
B
§
冨
〔
§
、
礼
ミ
．
弩
ヨ
僧
鼠
〕
警
ヨ
鋤
塁
ヨ
ヨ
Φ
お
助
窪
栂
の
讐
…
＜
ω
G
。
卜
。
「
一
一
理
ヨ
雪
理
鶯
鋤
難
詰
。
ぴ
三
器
還
く
そ
Φ
澄

　
　
が
あ
る
。
O
暁
．
鐵
ω
o
↓
ω
㎝
．
①
り
ト
。
簿
ヨ
鋤
⇔
う
Φ
く
p
ρ
ぎ
鋤
導
（
“
℃
β
円
¢
0
⇔
醤
）
玄
σ
げ
母
昌

（
2
6
）
　
ち
な
み
に
、
「
自
己
を
見
る
」
と
い
う
表
現
は
初
期
仏
教
教
典
の
中
に
も
使
わ
れ
て
い
る
（
日
冨
雷
ぴ
q
・
一
〇
課
）
。
中
村
元
「
イ
ン
ド
思
想
一
般
か

　
　
ら
見
た
無
我
思
想
」
『
自
我
と
無
我
』
（
平
楽
寺
書
房
・
一
九
六
八
年
）
、
四
七
頁
、
重
心
〇
九
参
照
。

（
2
7
）
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
『
シ
ャ
タ
パ
タ
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
』
の
用
例
の
解
釈
に
関
し
て
、
人
文
科
学
研
究
所
教
授
井
狩
彌
介
氏
よ

　
　
り
貴
重
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
と
く
な
が
・
む
ね
お
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
イ
ン
ド
哲
学
史
〕
助
教
授
）
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　　The　Purport　of　PolyPtoton

in　Ancient　Sanskrit　Literature

by　Muneo　Tokunaga
Associate　Profesisor　of

Indian　Philosophy

Faculty　of　Letters

Kyoto　University

　　The　religio－philosophical玉三terature　of　ancient　India　abounds　inヵ01yか

toton，　i．e．，　a　type　of　exp■ession■epeatlng　a　same　word　jn　different　cases　in

the　same　sentence，　such　as圭nッα痂召，zαッの勉17z　a夕aゴanta　4θθ⑳”The　gods

of［ered　the　sacri丘ce　for　themse至ves　by　means　of　the　sacrifice．”This　type　of

express呈on　has　nQt　rece量ved　much　attentlon　from　modem　scholars，　being

simp圭y　regarded　as　one　of　the　poetical　express量ons．　From　the　fact　that　in

religio－phi互osophicai　texts　the　f）olyptoton　apPears　only　in　particu互ar　contexts，

三t　can　hardly　be　doubted　that　this　style　is　not　merely　of　rhetorical

nature塊t　must　bear　a　cer±ajnユneaning　at　least　in重he　rellg三〇一ph三10sophlcal

context．　The　present　article　inten（玉s　to　find　out　the　purport　of　this　expres・

sion　by　trac三ng　back　to　the　or三gin　of三ts　usage三n　anc呈ent　Sanskrit　literature

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
（from　the　Mok§adharmaparvan　in　the　Mahabharata　up　to　the　Satapatha－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



br護hmapa　of　the　Iate　Ved三。　period），

　　In　the　Ep三。　the　po！yPtoton　appears　nまost　often，　ln　the　form　of励襯顧’．

77z伽助z　pa夕9aii“He　sees　himself　by　means　of　hin｝se｛f”or観1ηα7zy　4競伽伽．z

加砂αあ“壬｛esees　himself　in　hlmself，”in　the　contex£dealing　with亀he

practice　of　Yoga　and　the　perfection　of　Yogic　practice．　Secondiy，　it　occurs
　　　　　　　　サ

in　passages　discuss玉ng　world　creation　and／or　dissolutioll　with　the　verb

s～’ゴー‘to　create’，　etc．　inside　the　sentence．　The丘rst　type　is　sti玉1　predominant

呈n重he　polNptoton　of　the　Bhagavadg玉ta，　which　belongs　to　the　older　port三〇11

0f出e　Epic．

　　III　the　Upani§ads，　on　the　other　hand，　the　polyptoton　increases　inエitualis，

tic　context，　gett圭ng　almost　equal　in　◎ccurrence　to　the．　polyptoton　describing

Yogic　practice　and　perfect三〇n，　In　addition，　the　Upan三5ads　conta三n　a　few

passages重hat　use　1）o！yPtoton　with　a　tangib里e圭ntention　of　equating　two

objects　of　different　nature：　energy，　vigor，　prosperity，　etc．　vθγsus　狙an

（sacrificer），　sacr三丘cial　paraphema至ia　alld　natura】environment．　From　the

Brahmaロa　we　understand　this　was　exactly　the　original　usage　of　polyptotol¢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
圭nancient　Indian　1三terature．　The　examples　in　the　Satapathabrahlnapa　show

that　polyptoton　began　in　use　iR　ritual　environment　and　was　established　l〕y

ri加al　theorists　of　the　Vedic　per三〇d　as　the　technical　device　to　ascertaln　the

indubitable　eff…cacy　of　ritual　performance，　This　style　of　expression　is　used

inteRtionally　in　the　Brahmarpa　for　recovering　for　a　mundane　object　its　own

original　state　of　perfect　energy　and　form，　ill　short，　for　restoring　the

original　form　of　a　man　and　the　worid．　It　ls　for　this　reason　that

polyPtoton　apPears　in　later　texts　predominantly　in　the　context　dealing　with

Yoga　that　aims　at　the　perfect　real三zation　or　recovery　of　one’s　own　self，　and，

in　the　second　place，　in出e　context　of　world　creation，　which，　in　Indian

speculation，　means’cyclic　revolution　of　the　world三nto　its　or三ginal　state　of

be三ng．
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